
表紙　復興への祈りを光に託して
　11月９日から11日まで、豆田町や花月川周辺で
開催された千年あかり。７月の豪雨災害からの復
興を祈る竹灯ろうが、被災者を励ますように明か
りをともしていました。
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―
７
月
の
記
録
と
記
憶
―

豪
雨
災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と

　
７
月
３
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
九
州
北
部
を
襲
い
、
各
地
に
深
い
爪
あ
と
を
残
し
た
豪
雨
。

そ
の
雨
量
は
、
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
と
な
り
、
各
地
に
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
経
験
を
記
録
し
、
今
後
の
防
災
意
識
と
備
え
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
、
こ
の
災
害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

７
月
豪
雨
対
応
の
経
過
（
概
要
）

７
月
３
日
㈫

４
時
40
分
　
日
田
市
に
大
雨
・
洪
水
警
報
発
表

　
　
　
　
　
日
田
市
災
害
警
戒
準
備
室
設
置

７
時
30
分
　
災
害
対
策
本
部
設
置

７
時
35
分
　
三
花
・
小
野
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

７
時
50
分
　
大
鶴
・
夜
明
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

８
時
00
分
頃
　

　
国
道
２
１
２
号
線
等
が
冠
水
に
よ
り
通
行
止
め

８
時
10
分
　
三
花
・
小
野
地
区
に
避
難
指
示
を
発
令

８
時
20
分
　
咸
宜
・
桂
林
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

８
時
50
分
　
花
月
川
は
ん
濫

８
時
55
分
　
西
有
田
地
区
に
避
難
指
示
を
発
令
、

東
有
田
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

９
時
30
分
　
花
月
川
の
水
位
が
４
・
１
６
ｍ
を

記
録
、
光
岡
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

９
時
50
分
　
大
鶴
・
夜
明
・
咸
宜
・
桂
林
・
東

有
田
・
光
岡
地
区
に
避
難
指
示
を
発
令

10
時
30
分
　
天
瀬
地
区
（
湯
山
・
桜
竹
一
・
赤

岩
）
に
避
難
勧
告
を
発
令

14
時
30
分
　
災
害
救
助
法
適
用

15
時
40
分
　
洪
水
警
報
解
除

17
時
40
分
　
天
瀬
地
区
（
湯
山
・
桜
竹
一
・
赤

岩
）
の
避
難
勧
告
を
解
除

19
時
15
分
　
大
雨
警
報
解
除

20
時
10
分
　
避
難
指
示
を
解
除

　
※
大
鶴
・
夜
明
・
三
花
・
小
野
・
桂
林
（
丸
山
１
・
２

丁
目
）・
東
有
田
・
西
有
田
・
光
岡
（
吹
上
、
北
友
田

１
・
２
・
３
丁
目
）
地
区
は
、
避
難
勧
告
を
継
続
。

７
月
４
日
㈬

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
　

災
害
ご
み
収
集
を
開
始

広
瀬
知
事
が
視
察

７
時
30
分
　
市
内
全
域
の
避
難
勧
告
を
解
除

８
時
00
分
　
大
雨
警
報
発
表

９
時
00
分
　
大
鶴
・
夜
明
・
三
花
・
小
野
・
桂

林
（
丸
山
１
・
２
丁
目
）
・
西
有
田
・
東
有

田
・
光
岡
（
吹
上
、
北
友
田
１
・
２
・
３
丁

目
）
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

10
時
15
分
　
洪
水
警
報
発
表
（
大
雨
警
報
継
続
）

13
時
25
分
　
洪
水
警
報
解
除

18
時
30
分
　
大
雨
警
報
解
除
、
藤
山
町
の
一
部

（
28
世
帯
64
人
）
を
除
き
、
避
難
勧
告
を
解
除

７
月
５
日
㈭

１
時
10
分
　
大
雨
警
報
発
表

７
時
30
分
　
大
雨
警
報
解
除

９
時
30
分
　
藤
山
町
の
一
部
（
28
世
帯
64
人
）
の

避
難
勧
告
を
解
除
（
市
内
全
域
解
除
）

７
月
６
日
㈮
　

後
藤
斎
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
が
視
察

７
月
７
日
㈯
　

被
害
状
況
調
査
、
り
災
証
明
申
請
受
付
開
始

環
境
省
横
光
克
彦
副
大
臣
（
当
時
）
が
視
察

７
月
９
日
㈪
　

浸
水
し
た
家
屋
の
消
毒
を
開
始

７
月
11
日
㈬
　

16
時
40
分
　
小
野
地
区
（
殿
町
２
班
足
刈
・
３

班
釜
ヶ
瀬
）
に
避
難
勧
告
を
発
令

23
時
50
分
　
大
雨
警
報
発
表

　
７
月
豪
雨
の
概
要

　
７
月
３
日
は
、
梅
雨
前
線
が
九
州

北
部
地
方
に
停
滞
し
、
前
線
に
向
か

っ
て
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込

み
、
明
け
方
か
ら
昼
前
を
中
心
に
大

気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
に
な
り

ま
し
た
。

　
大
分
県
で
は
、
３
日
の
明
け
方
か

ら
午
前
中
に
か
け
て
雷
を
伴
っ
た
激

し
い
雨
が
断
続
的
に
降
り
、
西
部
や

北
部
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雨
に
な

り
ま
し
た
。

　
日
田
市
で
は
、
３
日
午
前
８
時
に

解
析
雨
量
で
１
時
間
約
１
１
０
㎜
の

猛
烈
な
雨
を
記
録
。
４
日
の
午
前
中

も
１
時
間
30
㎜
を
超
え
る
激
し
い
雨

が
降
り
ま
し
た
。
花
月
川
の
水
位
は
、

花
月
水
位
観
測
所
に
よ
る
と
、
３
日

午
前
９
時
30
分
に
４
・
１
６
ｍ
を
観

測
。
は
ん
濫
水
位
で
あ
る
３
・
３
５

ｍ
を
大
幅
に
超
え
、
堤
防
数
箇
所
が

崩
壊
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
７
月
11
日
に
朝
鮮
半
島

付
近
で
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
が

対
馬
海
峡
ま
で
南
下
す
る
と
と
も
に

東
シ
ナ
海
上
か
ら
暖
か
く
湿
っ
た
空

気
が
流
れ
込
み
、
熊
本
県
、
大
分
県

で
は
12
日
未
明
か
ら
朝
に
か
け
て
猛

烈
な
雨
が
継
続
。
気
象
庁
は
12
日
午

前
６
時
41
分
に
、
こ
の
雨
を
「
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
大
雨
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
13
日
か
ら
14
日
も
大
気
の
状
態
は

不
安
定
で
、
雨
雲
が
次
々
と
流
れ
込

み
発
達
し
た
た
め
、
13
日
は
佐
賀

県
・
福
岡
県
、
14
日
は
福
岡
県
・
大

分
県
を
中
心
に
大
雨
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
大
規
模
な
災
害
に
お
け
る

経
験
や
教
訓
を
後
世
に
伝
承
す
る
た

め
、
気
象
庁
は
11
日
か
ら
14
日
の
豪

雨
を
「
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　
日
田
市
で
は
、
日
田
観
測
所
の
観

測
に
よ
る
と
７
月
11
日
か
ら
14
日
ま

で
の
総
降
水
量
が
４
６
２
・
０
㎜
と

な
り
、
７
月
の
月
平
年
値
を
超
え
る

降
水
量
を
観
測
。
ま
た
、
72
時
間
降

水
量
は
４
５
５
・
５
㎜
で
観
測
開
始

以
来
１
位
の
値
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
花
月
川
の
水
位
は
、
７
月
３
日
に

記
録
し
た
４
・
１
６
ｍ
を
超
え
、
14

日
午
前
７
時
30
分
に
今
回
の
洪
水
に

よ
る
最
高
水
位
４
・
３
７
ｍ
を
記
録

し
ま
し
た
。

７月14日７時　気象レーダー ７月３日８時　気象レーダー

小野地区
猛烈な豪雨で濁流が小
野川からあふれ、道と
川の境がなくなった。
（７月３日）

提供：大分地方気象台
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まちを襲った豪雨

７
月
12
日
㈭
　

０
時
05
分
　
桂
林
（
丸
山
１
・
２
丁
目
）
・
光
岡

（
吹
上
、
北
友
田
１
丁
目
、
日
ノ
出
）
・
三
花

（
清
水
、
藤
山
）
・
西
有
田
（
上
手
、
坂
井
）
・

東
有
田
（
岩
美
）
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

０
時
25
分
　
大
雨
・
洪
水
警
報
切
替
え

２
時
20
分
　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

６
時
30
分
　
避
難
勧
告
を
解
除
（
全
地
域
）

10
時
50
分
　
警
報
解
除

７
月
13
日
㈮

９
時
07
分
　
大
雨
・
洪
水
警
報
発
表

10
時
20
分
　
小
野
地
区
（
殿
町
２
班
足
刈
・
３

班
釜
ヶ
瀬
）
に
避
難
勧
告
を
発
令

12
時
20
分
　
小
野
・
大
鶴
・
東
有
田
（
岩
美
、

松
野
、
上
諸
留
、
日
の
本
、
東
羽
田
、
羽

田
）
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

12
時
45
分
　
桂
林
（
丸
山
１
・
２
丁
目
）・
光
岡

（
吹
上
、
北
友
田
１
丁
目
、
日
ノ
出
）・
三
花

（
清
水
、
藤
山
）・
西
有
田
（
上
手
、
坂
井
）

地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

13
時
10
分
　
小
野
・
大
鶴
・
桂
林
（
丸
山
１
・
２

丁
目
）・
光
岡
（
吹
上
、
北
友
田
１
丁
目
、
日
ノ

出
）・
三
花
（
清
水
、
藤
山
、
財
津
）
・
西
有
田

（
上
手
、
坂
井
、
有
田
、
三
池
、
中
尾
、
石
松
、

三
ノ
宮
町
１
丁
目
）
・
東
有
田
地
区
に
避
難
指
示

を
発
令

13
時
30
分
　
桂
林
地
区
（
城
町
１
・
２
丁
目
）に

避
難
指
示
を
発
令

７
月
14
日
㈯

国
道
３
８
６
号
線
の
杷
木
山
付
近
が
道
路
崩
壊

に
よ
り
通
行
止
め

夜
明
温
泉
付
近
が
道
路
洗
掘
に
よ
り
通
行
止
め

夜
明
ダ
ム
に
転
落
し
た
行
方
不
明
者
（
朝
倉

市
）
を
日
田
警
察
署
が
捜
索

２
時
15
分
　
高
速
杷
木
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
田
Ｉ
Ｃ
が

上
下
線
と
も
大
雨
に
よ
り
通
行
止
め

６
時
15
分
　
光
岡
地
区
（
北
友
田
２
・
３
丁
目
、

南
友
田
、
玉
川
、
玉
川
３
丁
目
、
新
治
、
清

岸
寺
）
に
避
難
指
示
を
発
令

６
時
30
分
　
咸
宜
地
区
に
避
難
指
示
を
発
令

７
時
15
分
　
高
瀬
・
五
和
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

７
時
30
分
頃
　
花
月
川
の
水
位
が
４
・
３
７
ｍ

を
記
録
、
国
道
２
１
２
号
線
が
冠
水
に
よ
り

通
行
止
め
、
大
分
県
に
自
衛
隊
派
遣
要
請

８
時
20
分
　
天
瀬
地
区
（
湯
山
、
赤
岩
、
桜
竹

一
）
に
避
難
勧
告
を
発
令

９
時
30
分
　
天
瀬
地
区
（
湯
山
、
赤
岩
、
桜
竹
一
）

に
避
難
指
示
を
発
令
、
天
瀬
地
区
（
湯
山
、
赤

岩
、桜
竹
一
を
除
く
全
自
治
会
）
に
避
難
勧
告
を

発
令

10
時
20
分
　
三
花
（
秋
原
、
天
神
、
市
ノ
瀬
、

小
河
内
、
伏
木
）・
西
有
田
（
三
ノ
宮
町
２
丁

目
、
水
目
、
尾
当
、
あ
や
め
台
）・
朝
日
・
夜

明
地
区
に
避
難
指
示
を
発
令

11
時
00
分
　
大
山
地
区
（
お
お
や
ま
西
峰
の
一

部
）
に
避
難
指
示
を
発
令

11
時
10
分
　
玖
珠
自
衛
隊
の
初
動
部
隊
が
市
役

所
に
到
着

11
時
13
分
　
自
衛
隊
が
小
野
振
興
セ
ン
タ
ー
の

避
難
者
を
戸
山
中
学
校
に
移
送

11
時
20
分
　
高
瀬
地
区
（
高
瀬
本
町
、
琴
平
の

一
部
）
に
避
難
指
示
を
発
令

15
時
30
分
　
自
衛
隊
が
小
野
保
育
園
に
支
援
物

資
を
輸
送

18
時
30
分
　
小
野
地
区
（
源
栄
、
鈴
連
、
殿
町

２
班
足
刈
・
３
班
釜
ヶ
瀬
）
を
避
難
勧
告
に

切
替
え
、
小
野
（
三
河
の
み
）
・
大
鶴
・
桂

林
・
光
岡
・
三
花
・
西
有
田
・
東
有
田
・
咸

宜
・
朝
日
・
夜
明
・
高
瀬
・
五
和
地
区
の
避

難
指
示
・
勧
告
を
解
除

21
時
40
分
　
天
瀬
地
区
（
湯
山
、
赤
岩
、
桜
竹

一
）を
避
難
勧
告
に
切
替
え

　７月３日の豪雨では、花月川・有田川沿いの広い範囲で浸水被害が発
生しました。

<７月３日の避難状況>
避難指示（最大時）　8,348世帯22,677人（午前10時30分）
避難所開設数　11箇所（最大時）　避難者数　289人（最大時）

三花地区
花月川の堤防が決壊し、広範
囲にわたって冠水した。
（７月３日 国土交通省撮影）

小野地区
小野川のはん濫によりアスファル
トが浮き上がった県道。

小野地区
山から流れ出てきた水が住宅地を
通り、川に流れ込む。

大鶴地区
大規模な土砂崩れが発生し、山が
大きく削り取られた。

桂林地区
花月川の増水により一時は腰の高
さほどまで冠水した丸山１丁目。

咸宜地区
水路の水があふれ、市の中心部も
冠水した。

三花地区
花月川のはん濫により押し流され
た民家。

光岡地区
昭和学園高校の前。車がつかるほ
ど冠水した。

東有田地区
有田川が増水し、道路にまで水が
流れ込む。

西有田地区
ピーク時は約１ｍの高さまで浸水
した北部中学校。



７
月
15
日
㈰
　

孤
立
し
た
東
羽
田
町
（
熊
ノ
尾
地
域
）
と
緑
町

２
丁
目
に
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
物
資
を
輸
送

広
瀬
知
事
が
視
察

８
時
45
分
　
大
山
地
区
（
お
お
や
ま
西
峰
の
一

部
）
の
避
難
指
示
を
解
除

９
時
15
分
　
天
瀬
地
区
の
避
難
勧
告
を
解
除

10
時
30
分
　
自
衛
隊
が
、
孤
立
し
て
い
る
前
津

江
町
柚
木
の
情
報
収
集
活
動
を
実
施
、
串
川

町
２
丁
目
に
物
資
の
輸
送
を
支
援
、
大
山
町

加
峰
地
域
の
給
水
を
支
援

17
時
50
分
　
自
衛
隊
撤
収

７
月
16
日
㈪

孤
立
し
た
柚
木
地
域
か
ら
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
２
人
を
救
出

夜
明
ダ
ム
に
転
落
し
た
行
方
不
明
者
を
発
見
、

死
亡
を
確
認

16
時
00
分
　
大
山
地
区
（
お
お
や
ま
西
峰
の
一

部
）
に
避
難
勧
告
を
発
令

17
時
00
分
　
前
津
江
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

17
時
30
分
　
小
野
（
三
河
）
・
大
鶴
・
桂
林

（
丸
山
１
・
２
丁
目
、
城
町
２
丁
目
）
・
光

岡
（
吹
上
、
北
友
田
１
丁
目
、
日
ノ
出
）
・

三
花
・
西
有
田
（
上
手
、
坂
井
）
・
東
有
田

地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

18
時
20
分
　
天
瀬
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令

20
時
30
分
　
小
野
地
区
（
殿
町
２
班
足
刈
・
３

班
釜
ヶ
瀬
）
を
除
く
全
地
域
の
避
難
勧
告
を

解
除

７
月
18
日
㈬

17
時
30
分
　
災
害
警
戒
室
に
切
替
え（
本
部
解
散
）

７
月
20
日
㈮
　

野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
が
視
察

７
月
23
日
㈪
　

北
部
九
州
が
梅
雨
明
け

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
閉
鎖

７
月
31
日
㈫

激
甚
災
害
の
指
定
が
閣
議
決
定

17
時
00
分
　
殿
町
２
班
足
刈
・
３
班
釜
ヶ
瀬
の

避
難
勧
告
を
解
除
、
災
害
警
戒
室
解
散

再び豪雨がまちを襲う
　７月14日の豪雨では、再び旧市内が床上・床下浸水に見舞われまし
た。また、３日の大雨では比較的被害の少なかった、天瀬・大山地区に
も甚大な被害を及ぼしました。

<７月14日の避難状況>
避難指示（最大時）　12,616世帯33,779人（午前11時20分）
避難所開設数　27箇所（最大時）　避難者数　1,625人（最大時）

大山地区
上流から土石流が押し寄せ、
吾々路川の堤防を破って民家
に流れ込んだ。

高瀬地区
上流から大量の土石流が流れ込み、
川は流木や石で埋め尽くされた。

光岡地区
道路が陥没し、通行ができなくな
った国道386号線。

三花地区
14日午前７時30分頃、冠水で通行
止めとなった国道212号線。

五和地区
内河町の橋。道路が寸断され、先
に進めなくなってしまった。

三花地区
濁流と流木などで倒壊した秋原町
の家屋と橋。

天瀬地区
山からの濁流で、道路はまるで川
のように浸水してしまった。

西有田地区
夕田橋に大量の流木がひっかか
り、川の流れをせき止めた。

前津江地区
孤立した柚木地域。土砂崩れで道
路が寸断された。

大山地区
吾々路川がはん濫し、岩石と濁流
が押し寄せた民家。

<被災状況（10月31日現在）>
死者：１人
全壊家屋：13棟
半壊家屋：414棟
床上浸水：126棟
床下浸水：1,118棟
道路被害：210件
河川被害：410件
農業災害：2,706件
林業被害：725件
※全壊家屋・半壊家屋・床上浸水
は、り災証明発行基準に基づい
て判定した件数。
※床下浸水は、自治会長等からの聞
き取り及び現地調査による件数。
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小野地区殿町 自治会長
權藤正志さん

昭和学園高等学校 理事長
草野義輔さん

自助と共助 道路や橋が損壊し、交通手段が寸断された地域もあった今回の災害。
消防団やボランティア、地域の助け合いが大きな力になりました。

災害時、皆さんがどのような形で被災し、現在までどのように過ごし
てきたのか、体験の記録を残すため４人の方にお話を伺いました。体験記録

光岡分団 部長
松本弘喜さん

三花分団 副分団長
立花好治さん

　
７
月
３
日
の
朝
、
分
団
長
と
花
月
川
を

見
回
り
に
行
っ
た
と
き
、
「
こ
れ
は
危
な

い
」
と
思
う
ほ
ど
水
か
さ
が
増
し
て
い
ま

し
た
。
各
団
員
に
住
ん
で
い
る
地
域
を
見
回
り
に
行
っ
て
も
ら

い
、
避
難
で
き
な
い
人
を
お
ん
ぶ
し
て
連
れ
出
し
ま
し
た
。
床

下
浸
水
の
被
害
が
多
く
、
泥
出
し
や
畳
の
搬
出
、
土
の
う
積
み

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
14
日
も
被
害
箇
所
や
規
模
は
３
日
と
同

じ
で
し
た
が
、
早
め
に
広
報
し
て
回
っ
た
の
で
、
避
難
は
比
較

的
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

　
消
防
団
は
地
区
全
体
を
見
て
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
被
害
の

大
き
い
と
こ
ろ
か
ら
対
応
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
は
素
早

く
判
断
し
て
早
め
に
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
一
人
ひ
と
り

が
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

早
め
の
判
断
、

　
　
　
早
め
の
避
難
が
大
切

健康保険課 保健師
武内貴子さん

　
私
た
ち
保
健
師
は
、
大
分
県
の
保
健

師
と
共
に
、
７
月
10
日
か
ら
８
月
末
に

か
け
て
約
１
２
０
０
世
帯
を
手
分
け
し

て
訪
問
し
ま
し
た
。
小
さ
な
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
皆
さ
ん
大

変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
て
、
避
難
時
の
け
が
、
持
病
の
悪
化
、
不

眠
、
雨
が
降
る
た
び
に
恐
怖
を
感
じ
る
な
ど
、
様
々
な
声
を
聞
き

ま
し
た
。

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
元
の
暮
ら
し
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
今
で
も
不
安
な
気
持
ち
や
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ず
、
深
呼
吸
や
ス
ト
レ
ッ
チ

で
気
分
を
変
え
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
数
か
月
経
っ
て
も
つ
ら

い
と
き
は
、
医
療
機
関
や
保
健
師
な
ど
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

元
の
暮
ら
し
を

　
取
り
戻
す
た
め
に
心
の
ケ
ア
を

　
出
動
要
請
前
の
７
月
３
日
の
７
時
頃
に

地
区
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
床
下
の
泥
の
除
去
作
業
や
橋
に
ひ
っ
か
か
っ
た
流
木

の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
流
木
を
切
っ
て
お
い

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
14
日
は
、
冠
水
し
た
道
路
に
車
を

置
い
て
歩
く
人
を
誘
導
し
た
り
、
地
下
倉
庫
に
溜
ま
っ
た
水
を

排
出
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
消
防
団

と
し
て
は
、
危
険
箇
所
の
確
認
や
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
へ
の

迅
速
な
声
掛
け
な
ど
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
経
験
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
話
し
合
う
機
会
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
の
備
え
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
ご
と
に
今
後
の
確
認
を

　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
が
大
事

　
見
回
り
に
出
た
の
は
、
激
し
い
雨
が
降

り
続
い
て
い
た
７
月
３
日
の
明
け
方
で

す
。
小
野
川
が
み
る
み
る
う
ち
に
増
水
し

始
め
て
い
ま
し
た
。
避
難
所
に
は
次
々
に
人
が
集
ま
り
、
多
い

と
き
に
は
25
〜
30
人
が
避
難
し
ま
し
た
。
食
材
を
各
世
帯
が
持

ち
寄
っ
て
炊
き
出
し
を
行
い
、
特
に
混
乱
も
な
く
、
し
の
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
で
殿
町
も
家
や
道
路
、
農
地
な
ど
多
く
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
消
防
団
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
協
力

し
合
え
る
地
域
ほ
ど
心
強
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

築
い
て
き
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
防
災

意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
　 

実
感
し
ま
し
た

　
大
山
町
が
被
害
を
受
け
た
の
は
、
７
月

14
日
で
し
た
。
朝
７
時
頃
、
自
宅
に
電
話

が
掛
か
り
外
に
出
ま
し
た
。
道
路
に
出
た

途
端
、
川
の
よ
う
に
な
っ
た
道
路
か
ら
濁
流
と
石
が
流
れ
て
き

ま
し
た
。

　
自
宅
の
塀
が
崩
壊
し
、
家
の
中
に
泥
が
流
れ
込
ん
で
し
ま
っ

て
い
た
の
で
、
地
域
の
取
り
ま
と
め
は
副
会
長
に
お
願
い
し

て
、
８
月
９
日
ま
で
公
民
館
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
山
ダ
ム
の
お
か
げ
で
赤
石
川
の
は
ん
濫
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
吾
々
路
川
が
は
ん
濫
す
る
こ
と
は
誰
も
想
定
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
想
定
外
の
こ
と
ま
で
考

え
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

想
定
外
の
こ
と
も

　
　 

想
定
し
な
い
と
い
け
な
い

　
７
月
３
日
は
、
期
末
考
査
の
時
期
で
生
徒

は
通
常
ど
お
り
登
校
し
て
い
ま
し
た
。
８
時

を
過
ぎ
た
頃
か
ら
校
舎
の
地
下
が
冠
水
し
始

め
た
の
で
、
生
徒
を
２
階
以
上
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
10
時
頃
に

は
１
ｍ
60
㎝
程
の
高
さ
ま
で
水
か
さ
が
増
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
池

の
よ
う
で
し
た
。
午
後
か
ら
生
徒
た
ち
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
で

帰
宅
さ
せ
、
全
員
の
生
徒
が
無
事
に
帰
宅
し
た
こ
と
を
確
認
し
た

と
き
に
は
心
底
安
心
し
ま
し
た
。
14
日
は
よ
う
や
く
平
常
を
取
り

戻
し
て
い
た
頃
だ
っ
た
の
で
、
再
び
浸
水
し
た
と
き
に
は
私
自
身

も
教
職
員
も
精
神
的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

2
日
間
で
授
業
に
支
障
が
な
い
程
度
ま
で
復
旧
し
ま
し
た
。

　
復
旧
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
多
面
的
な
人
間
関
係
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

授
業
の
早
期
再
開
に
向
け
、

　
　
　
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
７
月
３
日
の
夕

方
か
ら
電
話
が
掛
か
り
始
め
、
住
宅
の
泥

出
し
や
畳
の
搬
出
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

４
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
後
は
、
職

員
と
電
話
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
民
生

委
員
児
童
委
員
や
自
治
会
長
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
近
隣
の
中
で

助
け
合
っ
て
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
災
害
で
市
内
を
始
め
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
後
、

他
の
地
域
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
る
こ

と
が
恩
返
し
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

助
け
合
い
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
実
感
し
ま
し
た

日田市社会福祉協議会
小田雅宣さん

大山地区おおやま西峰
自治会長 春末 　さん

前津江地区柚木
自治会長 和合晴彦さん しずか

　
７
月
14
日
の
朝
５
時
か
ら
６
時
が
雨

の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
川
が
は
ん

濫
し
て
、
日
頃
水
が
来
な
い
と
こ
ろ
ま
で
あ
ふ
れ
て

き
て
い
ま
し
た
。
停
電
し
て
携
帯
も
通
じ
な
か
っ
た
の
で
、
外
に

出
よ
う
と
し
て
い
る
人
に
は
家
で
待
機
す
る
よ
う
に
直
接
伝
え
ま

し
た
。
午
前
８
時
頃
に
雨
が
収
ま
っ
て
き
た
の
で
外
に
出
ま
し
た

が
、
道
が
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
柚
木
地
域
が
孤
立
し

て
い
る
の
は
す
ぐ
に
分
か
っ
た
の
で
、
必
要
な
も
の
を
確
認
し
15

日
に
物
資
を
届
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
は
救
援
の
対
応
が
早

く
、
特
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
に
住
ん
で
い

る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
災
害
や
孤
立
状
態
に
な
る
こ
と
は
あ
る
程

度
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

山
に
住
ん
で
い
る
か
ら
に
は

　
　
　
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
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防災図上訓練（９月22日防災士養成講座）

大分県防災活動支援センター 理事長 廣瀬一策さん
防災士養成講座で自主防災対策や防災図上訓練の講師を行っている。

助
け
合
い
の
気
持
ち
に
感
謝

　
日
田
市
は
７
月
の
豪
雨
で
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
３
日
、

14
日
と
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
、
多
く

の
人
の
気
持
ち
が
沈
む
中
、
各
地
か

ら
温
か
い
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、

地
元
の
人
を
始
め
、
大
分
市
や
国
東
市
、

県
外
は
三
重
県
や
和
歌
山
県
な
ど
か
ら

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
夏
の
暑

い
中
、
汗
を
流
し
な
が
ら
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
援
物
資
も
避
難
所
で
使
用
す
る

毛
布
や
家
屋
の
消
毒
を
す
る
た
め
の

消
石
灰
、
土
の
う
袋
な
ど
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
温
泉
施

設
に
よ
る
無
料
利
用
券
の
配
付
や
炊

き
出
し
、
写
真
の
復
元
な
ど
、
市
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
助
け
合
い
の
絆

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
田
市
役
所
に
は
大
分
市
、

別
府
市
、
佐
伯
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見

市
か
ら
延
べ
24
人
の
職
員
が
勤
務
し
、

道
路
や
河
川
、
農
地
な
ど
の
災
害
復
旧

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
豪
雨
災
害
か
ら
４
か
月
。
日
田
市
は
、

大
き
な
傷
跡
を
残
し
な
が
ら
も
平
常

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

温
か
い
支
援
と
助
け
合
い
の
気
持
ち

に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
支
援
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

地
域
で
助
け
合
い
な
が
ら
笑
顔
を
取

り
戻
す
こ
と
が
、
日
田
市
を
元
気
づ

け
る
と
同
時
に
支
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

まちを救った
　　　　温かい支援
　日田市社会福祉協議会が、７月４日から23日まで開設した災害ボ
ランティアセンターには、延べ２,６６０人の方が参加し、家屋に
流れ込んだ泥の撤去作業や家具の運び出し、掃除などを行っていた
だきました。

まちを守る
　　　地域の力
　災害が発生したとき、いち早く対応できるのは地域で
す。隣近所に声を掛けて避難する、被害箇所に対応する
など地域の持つ力は計り知れません。被害を最小限に食
い止めるため、自主防災への取組が必要です。

温かい支援をありがとうございました
日田市の復興のために

届いた義援金
（10月31日現在）

１億７,２４４万５,８０４円
日田市の復興のために、大切に活用
させていただきます。
※大分県からの配分と日田市に届いた義
援金の合計。

佐藤瑛利香さん
（福岡市）

自
主
防
災
へ
の
第
一
歩
は

　
　
　
　
　
　地
域
の
組
織
化
か
ら

　
地
域
の
防
災
対
策
と
し
て
必

要
な
こ
と
は
、
防
災
に
対
す
る

組
織
を
作
る
こ
と
で
す
。
私
が

地
域
に
出
向
い
て
講
習
を
行
う

と
き
に
避
難
方
法
に
つ
い
て
よ

く
質
問
さ
れ
る
の
で
す
が
、
地

域
の
全
員
が
迅
速
に
避
難
す
る

に
は
お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ

る
人
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の

か
を
事
前
に
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
自
治
会
や
民
生
委
員
、
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
の
団
体
と
の

協
力
体
制
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
防
災
に
必
要
な
組
織
と
は
、

こ
の
よ
う
な
地
域
の
団
体
の
人

を
防
災
組
織
に
組
み
込
ん
で
情

報
の
共
有
化
を
行
い
、
誰
か
が

被
災
し
て
も
他
の
誰
か
が
リ
ー

ダ
ー
に
な
れ
る
組
織
の
こ
と
な

の
で
す
。
人
命
を
救
う
た
め
に

は
迅
速
な
行
動
が
何
よ
り
大
事

で
す
。
早
め
の
行
動
と
支
援
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
田
市
は
防
災
士
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
防
災

士
の
資
格
を
取
得
し
た
人
は
講

習
や
実
習
で
得
た
知
識
を
防
災

組
織
の
中
に
注
入
し
、
地
域
に

還
元
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
危

険
箇
所
や
地
形
に
合
っ
た
対
策

を
話
し
合
う
こ
と
で
、
多
角
的

な
発
想
が
生
ま
れ
、
よ
り
迅
速

で
安
全
な
避
難
の
方
法
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
、
災
害
対
策
の
基
本
は

自
助
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
広
範

囲
に
被
害
が
及
ん
だ
と
き
、
公

的
機
関
が
一
度
に
全
て
の
地
域

を
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
助
が
７
割
、
共
助
が
２
割
、

公
助
が
１
割
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
毎
年
、
地
域
や
会
社
、
学
校

な
ど
で
定
期
的
に
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
が
助
か
る
た
め
に
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
考
え
る
と
、

お
の
ず
か
ら
事
前
に
何
を
備
え

て
お
け
ば
い
い
か
が
分
か
る
は

ず
で
す
。
訓
練
前
の
準
備
、
終

わ
っ
た
後
の
反
省
で
、
自
分
の

身
の
回
り
の
防
災
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

―
災
害
を
伝
え
、
災
害
を
考
え
る
―

 

安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　
「
ま
さ
か
堤
防
が
崩
壊
す
る
と
は
」
「
ま

さ
か
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
冠
水
す
る
と
は

…
」
。
今
回
の
豪
雨
災
害
は
、
誰
も
が
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
被
害
が
各
地
で
発
生

し
ま
し
た
。

　
想
定
外
の
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
最

後
に
頼
れ
る
の
は
自
分
の
判
断
で
す
。
ま

た
、
自
分
が
助
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
ら
、
大
切
な
人
を
守
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
自

分
自
身
と
周
り
の
人
の
命
を
守
る
の
で
す
。

　
ま
ず
は
家
族
と
、
そ
し
て
隣
近
所
の
人

と
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
中
で
危
険

な
箇
所
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

い
ざ
と
い
う
と
き
、
避
難
場
所
ま
で
ど
の

ル
ー
ト
を
通
っ
て
逃
げ
る
か
、
近
所
に
一

人
で
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
い
な

い
か
な
ど
、
考
え
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
「
私
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず

に
、
身
近
な
人
と
防
災
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

河川のはん濫や土砂災害時の危険箇
所、避難所の情報が示された日田市
ハザードマップは、市ホームページ
でご覧になれます。

地元である日田が大雨で大変なことになっ
ているのをニュースで知り、とても驚きま
した。古里の皆さんのために何かできるこ
とがあればと思いボランティアに参加しま
した。少しでも早く皆さんに笑顔が戻れば
と願っています。

ボランティアの方からメッセージ
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市税（20.1％）
78億681万4千円県支出金（6.5％）

25億2,456万4千円
県支出金（6.5％）
25億2,456万4千円

市債
（10.7％）
41億3,697万円

市債
（10.7％）
41億3,697万円

地方交付税（35.6％）
138億1,331万3千円

国庫支出金
（13.2％）
51億
799万9千円

その他（1.7％）
6億6,854万1千円
その他（1.7％）
6億6,854万1千円

歳入合計

388億
2,516万8千円

自主財源（
30.6％

）

　　　　　
　
　
依
存
財
源

（
69.4％）

平成23年度決算状況・平成24年度上半期の財政状況

日田市の財政状況
　市民の皆さんが納めた税金や国・県からの支
出金などが、市にどれくらい入り（歳入)、ど
れくらい使われたか（歳出）などを示す財政状
況をお知らせします。
※表中の合計は、端数処理のため内訳と一致しません。

　
平
成
23
年
度
の
歳
入
額
は
約
３
８
８
億
３
千

万
円
で
、
歳
出
決
算
額
約
３
７
１
億
６
千
万
円

に
対
し
て
形
式
収
支
で
約
16
億
７
千
万
円
の
黒

字
と
な
り
、
歳
出
を
抑
制
し
健
全
財
政
に
努
め

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
約
１
億
７
千
万
円
は
、
平

成
24
年
度
に
か
け
て
取
り
組
む
事
業
の
財
源
に

充
て
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
規
模
の
推
移

１

　
市
に
入
っ
た
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
は
３
８
８
億
２
５
１
６
万
８
千
円
で
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税
が
78

億
６
８
１
万
４
千
円
と
歳
入
総
額
の
20.1
％
を
占

め
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
１
３
８
億
１
３

３
１
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
県
に
頼
っ
た
依
存
財
源
が
約
69.4

％
、
市
で
ま
か
な
う
自
主
財
源
が
30.6
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
依
存
財
源
と
自
主
財
源

　
自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
歳
入
の
使

い
道
を
決
め
る
際
に
、
市
の
自
主
性
が
高
い

と
い
え
ま
す
。

　
市
が
支
出
し
た
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の

歳
出
は
３
７
１
億
５
９
８
８
万
５
千
円
で
し

た
。
平
成
22
年
度
の
決
算
額
と
比
べ
て
１
億
４

９
４
４
万
２
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
に
見
る
と
、
児
童
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
等
の
福
祉
の
充
実
や
生
活
保
護
な
ど
に
要

す
る
民
生
費
が
１
０
５
億
３
１
２
９
万
３
千
円

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
建
設
事
業
を
行
う
と
き
に
借
り
入

れ
し
た
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債
費
が
50

億
６
６
８
６
万
８
千
円
、
全
般
的
な
管
理
事
務

費
・
庁
舎
や
財
産
の
維
持
管
理
・
戸
籍
・
統
計

調
査
な
ど
に
要
す
る
総
務
費
が
45
億
３
６
６
６

万
円
、
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
公
園
な
ど
の
建

設
・
整
備
・
維
持
管
理
に
要
す
る
土
木
費
が
44

億
９
７
５
２
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

２

一
般
会
計
歳
出

３

320
（億円）

340

360

380

400

420

平成21年度 平成22年度 平成23年度

402億
2,328万8千円

389億
6,640万5千円

388億
2,516万8千円385億

3,907万3千円
373億
932万7千円

371億
5,988万5千円

歳入
歳出

使用料及び手数料
（1.8％）
6億8,396万5千円

繰入金（0.7％）
2億5,345万9千円

繰越金（2.4％）
9億3,707万8千円
諸収入（4.4％）
17億1,000万4千円
その他（1.2％）
4億8,170万円

地方消費税交付金
（1.8％）
7億76万1千円

総務費
（12.2％）
45億3,666万円

その他
（10.5％）
39億1,085万6千円

その他
（10.5％）
39億1,085万6千円

教育費（10.8％）
40億602万3千円

公債費（13.6％）
50億6,686万8千円

民生費（28.3％）
105億
3,129万3千円

商工費（5.4％）
20億639万1千円
商工費（5.4％）
20億639万1千円

衛生費（7.0％）
26億427万1千円
衛生費（7.0％）
26億427万1千円

土木費（12.1％）
44億9,752万3千円
土木費（12.1％）
44億9,752万3千円

歳出合計

371億
5,988万5千円

経
常
収
支
比
率
の
状
況

７　
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
毎

年
必
ず
必
要
と
す
る
経
費
を
、
市
税
や

地
方
交
付
税
を
中
心
と
す
る
比
較
的
安

定
し
て
い
る
収
入
で
割
っ
た
指
数
が
経

常
収
支
比
率
で
す
。

　
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
、
道
路
や

橋
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
事

業
等
に
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
90.2
％
と
な
り
、
平
成

22
年
度
の
87.8
％
か
ら
2.4
％
上
昇
し
ま
し

た
。

・
人
件
費
…
職
員
や
特
別
職
の
給
与
や
議

員
・
各
種
委
員
の
報
酬

・
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、
高
齢
者
・
児
童
・
障
が
い
者
等
に
対

し
て
行
う
様
々
な
支
援
に
対
す
る
経
費

・
一
般
財
源
…
歳
入
の
う
ち
、
市
税
な
ど
の
よ

う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
経

費
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
金

次のページでは、平成
24年度上半期の財政
状況をお知らせします

平成23年度決算状況
【問合せ】財政課財政係　☎２２‐８６３４（市役所４階）

基
金
残
高

５　
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
し
て
い
る

基
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
活

用
す
る
貯
金
で
す
。
平
成
23
年
度
末

の
残
高
は
、
１
８
５
億
６
２
７
８
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

170

165

160
（億円）

175

180

185

190

平成21年度末
176億

7,524万7千円

平成22年度末
183億

7,370万5千円

平成23年度末
185億

6,278万5千円

特
別
会
計

４　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
区
別

し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
特
別
会
計
は
、
全
て
の
会

計
区
分
に
お
い
て
黒
字
と
な
り
、
健
全
な
財
政
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

歳入会計区分 歳出
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業

合計

 92億9,880万3千円
8億391万7千円
59億306万4千円
1億7,376万7千円
8億7,232万9千円
1,752万4千円
25億87万2千円
3,921万1千円

2億3,118万5千円
1,539万6千円

7億3,931万2千円
205億9,538万円

 91億3,687万2千円
8億323万6千円
58億3,776万円

  1億7,376万7千円
8億2,822万7千円
1,292万6千円

24億9,085万3千円
3,919万9千円

2億3,065万5千円
1,243万1千円
7億3,891万円

203億483万6千円

地
方
債
残
高
の
状
況

６　
平
成
23
年
度
末
の
地
方
債
残
高
は

平
成
22
年
度
か
ら
６
億
５
０
６
１
万

６
千
円
減
少
し
、
６
１
２
億
８
４
５

５
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
口
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

約
86
万
円
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
９
月
30
日
現
在
の
人
口
７
万

１
２
８
１
人
で
算
出
。

605
（億円）

615

610

620

625

630

平成21年度末
617億

2,839万7千円 平成23年度末
612億

8,455万4千円

平成22年度末
619億
3,517万円

用 語 説 明
・一般会計…地方公共団体の会
計のうち基本的・全般的な経
費を計上する会計

[歳入]
・市税…「市民税」「固定資産
税」「たばこ税」「軽自動車
税」などの税金

・地方交付税…市町村が等しく
事業を遂行できるよう、国か
ら交付されるお金

・分担金及び負担金…地方公共
団体等の事業で利益を受ける
人に負担してもらうお金

・国・県支出金…市町村が行う特
定の事業に対して国又は県から
交付されるお金

・市債…市の借入れ金で償還が
２年以上にわたるもの

[歳出]
・議会費…議会運営のための経費
・総務費…行政全般の事務など
に関する経費

・民生費…障がい者、高齢者に
対する福祉の充実や子育て支
援などの経費

・衛生費…環境保全、疾病予防、
健康増進などの経費

・農林水産業費…農林業振興の
ための支援や生産基盤整備な
どの経費

・商工費…商工業や観光の振興
のための経費

・土木費…道路や河川、公園、
施設建設のための経費

・教育費…小・中学校、社会教
育施設、体育施設などの建設・
整備・運営維持管理に要する
経費

・災害復旧費…土砂崩れなど、
災害が起きたところの現状復
帰のための経費



平成24年度上半期の財政状況

市
有
財
産

　
　
の
状
況

５

特
別
会
計
歳
入・歳
出
予
算
の
執
行
状
況

２

会計区分 予算現額
9月末収入済額（収入率）

歳入
9月末支出済額（支出率）

歳出

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業
　　 　　　合計

96億7,462万4千円
8億6,169万5千円
63億1,610万1千円
1億7,991万9千円
8億7,101万円
1,378万7千円

26億641万6千円
3,719万5千円

2億2,936万5千円
496万5千円

5億6,946万6千円
213億6,454万3千円

31億8,276万4千円（32.9％）
2億5,105万8千円（29.1％）
24億5,965万6千円（38.9％）

4,263万3千円（23.7％）
1億1,696万9千円（13.4％）

647万7千円（47.0％）
3億9,467万円（15.1％）
531万3千円（14.3％）
1,279万5千円（5.6％）
497万6千円（100.2％）

1億243万1千円（18.0％）
65億7,974万2千円（30.8％）

39億2,303万5千円（40.5％）
1億7,025万9千円（19.8％）
 25億1,879万円（39.9％）

7,911万円（44.0％）
2億6,965万6千円（31.0％）

606万2千円（44.0％）
8億6,258万6千円（33.1％）
1,611万2千円（43.3％）

1億1,695万1千円（51.0％）
1万2千円（0.2％）

2億6,051万4千円（45.7％）
82億2,308万7千円（38.5％）

地
方
債

   

残
高
の
状
況

３
一般会計　367億1,484万4千円

　簡易水道事業特別会計　31億763万1千円

農業集落排水事業特別会計 29億140万7千円
 情報センター事業特別会計 22億1,340万円

その他 3億4,534万4千円

公共下水道事業特別会計
129億1,341万8千円

市
税
の
収
入
状
況

４

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税
合計

26億4,872万1千円
36億3,848万7千円
1億7,442万7千円
4億5,378万9千円
4,106万7千円

4億4,883万8千円
74億532万9千円

27億6,754万3千円
40億322万4千円
1億8,612万2千円
2億5,570万円
2,051万8千円

4億8,807万4千円
77億2,118万1千円

12億4,660万8千円
20億9,066万7千円
1億6,637万4千円
2億5,570万円
1,740万8千円

2億5,222万2千円
40億2,897万9千円

1万7,489円
2万9,330円
2,334円
3,587円
244円
3,538円

5万6,522円

47.1％
57.5％
95.4％
56.3％
42.4％
56.2％
54.4％

45.0％
52.2％
89.4％
100.0％
84.8％
51.7％
52.2％

税目別 予算現額 調定額 9月末収入済額 市民
一人当たり

予算現額に
対する収入率

調定額に
対する収入率

水
道
事
業

平
成
23
年
度
営
業
成
績
と
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産
の
状
況（
決
算
の
状
況
）

平
成
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年
度
上
半
期
の

　
　
　
　
営
業
成
績
と
財
産
の
状
況

※
調
定
額
と
は
、歳
入
の
内
容
を
調

査
し
決
定
し
た
収
入
す
べ
き
金

額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
グ
ラ
フ
に
は
、消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

営業収益
4億233万8千円

営業外収益
94万9千円

営業費用
2億6,313万4千円

特別損失
89万7千円営業外費用

3,691万6千円

純利益
1億234万円

収益
4億328万7千円
費用

3億94万7千円

収益
4億328万7千円
費用

3億94万7千円

営業成績の状況
（平成24年４月１日～９月30日）

固定資産
75億3,612万3千円

流動資産
12億

6,948万6千円

利益剰余金
4億7,758万1千円

資本剰余金
28億2,178万2千円

固定負債
1億692万7千円

流動負債
2,065万5千円

自己資本金
23億1,332万9千円

借入資本金
30億

6,533万5千円

資本・負債
88億560万9千円

資産
88億560万9千円
資本・負債

88億560万9千円

資産
88億560万9千円

財産の状況
（平成24年９月30日現在）

財産の状況
（平成24年３月31日現在）

固定資産
66億759万9千円

資産
77億7,523万1千円

資産
77億7,523万1千円
資本・負債

77億7,523万1千円
資本・負債

77億7,523万1千円

流動資産
　11億6,763万2千円

資本剰余金
25億9,621万6千円

固定負債
　1億692万7千円流動負債

3,519万9千円

自己資本金
22億2,341万4千円

借入資本金
25億

7,974万3千円

利益剰余金
2億3,373万2千円

営業成績の状況
（平成23年４月１日～３月31日）

営業収益
8億85万円

営業外収益
389万6千円

営業費用
5億82万5千円

特別損失
225万円営業外費用

6,793万9千円

純利益
2億

3,373万2千円

収益
8億474万6千円

収益
8億474万6千円
費用

5億7,101万4千円
費用

5億7,101万4千円

給水人口
給水量

１日最大給水量
１日平均給水量
一人１日最大給水量
総有収水量
有収率

5万755人
2,539,887㎥
15,691㎥
13,955㎥
324ℓ

2,335,560㎥
91.96％

※総有収水量とは、給水量のうち、水道
料金の収入となった水の量。

※有収率とは、総有収水量を給水量で
割ったもので、漏水防止対策の目安と
しています。

※表中の合計は、端数処理のため内訳と一致しません。
　また、市民一人当たりの額は、平成24年９月30日現在の人口７万１,２８１人で算出しています。

土地

建物

山林 12,880,782.00㎡
その他 8,764,855.27㎡

立木
所有分 504,569.00㎥
地上権分 59,796.00㎥

445,066.16㎡

有価証券 5億8,637万円
債権 5億4,655万6千円
出資金 3億3,502万6千円

基金（積立金） 184億9,842万9千円

（平成24年９月30日現在）

科目
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

災害復旧費
その他
合計

予算現額
3億854万8千円
44億2,820万円

118億1,923万5千円
28億3,194万1千円

1億5,222万円
17億8,139万7千円
20億4,135万3千円
47億8,094万1千円
12億5,659万9千円
51億40万7千円

36億1,685万1千円
52億5,152万8千円
433億6,922万円

９月末収入済額
1億6,491万7千円
14億3,609万4千円
43億2,881万1千円
9億4,601万2千円
9,406万8千円

4億1,123万2千円
12億4,571万6千円

9億9,542万円
4億2,719万6千円
17億7,021万円

2億7,247万1千円
21億3,329万円

142億2,543万9千円

収入率
53.4％
32.4％
36.6％
33.4％
61.8％
23.1％
61.0％
20.8％
34.0％
34.7％
7.5％
40.6％
32.8％

市民一人当たり
2,314円
2万147円
6万729円
1万3,272円
1,320円
5,769円

1万7,476円
1万3,965円
5,993円

2万4,834円
3,822円

2万9,928円
19万9,568円

１
一般
会
計
予
算
の
執
行
状
況

歳
出

予算現額 収入率 市民一人当たり科目
市税

地方交付税
国県支出金
分担金・負担金
使用料・手数料

市債
その他
合計

74億532万9千円
137億2,155万5千円
103億158万2千円
4億5,002万円

6億7,369万4千円
54億4,220万1千円
53億7,483万9千円
433億6,922万円

９月末収入済額
40億2,897万9千円
93億9,919万3千円
21億6,951万円

1億5,731万1千円
2億9,754万2千円

0円
14億9,763万5千円
175億5,017万円

54.4％
68.5％
21.1％
35.0％
44.2％
0％

27.9％
40.5％

5万6,522円
13万1,861円
3万436円
2,207円
4,174円

0円
2万1,010円

24万6,211円

歳
入

15 2012. 12. 1 142012. 12. 1
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【問合せ】清掃センター☎㉓０１１１
【問合せ】社会教育課スポーツ振興係☎㉒６８６８

お知ら
せ

ごみの持込みができます
（正月前の特別受付）

▶受付日時　12月16日㈰・23日㈰
　　　　　　午前８時30分～正午、午後１時～４時
▶受付場所　清掃センター（緑町１丁目）
▶対象　家庭ごみ及び事業系ごみ（許可業者搬入可）
※当日は場内での混雑が予想されますので、持込みの際
はごみを分別してお持ちください。
※最終処分場では12月16日と23日は受付をしませんの
で、埋立ごみは清掃センターに持ち込んでください。
※清掃センターと最終処分場は12月29日から１月３日ま
で休みです。
※ごみの持込みには料金が掛かります。
※24日の振替休日も持込みを受け付けます。

【問合せ】社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８

お知ら
せ
平成25年日田市成人式を開催

　日田市に住民票がある人には12月10日頃に案内
状を発送します。市外在住で出席を希望する人
は、12月３日までに社会教育課に連絡してくださ
い。
※12月４日以降に連絡をした人にも随時、発送します。

▶とき　　
　平成25年１月13日㈰
　受付開始：午前10時～　式典：午前11時～
▶ところ　パトリア日田大ホール
▶対象　
　平成４年４月２日から平成５年４月１日までに
生まれた人

【問合せ】教育総務課総務企画係☎㉒８２３４

平成25年度日田市奨学資金の募集

奨学金
▶申込資格　
　次の①～⑤の要件を全て満たす満24歳以下の人
①平成25年度に高校、高専、専修学校（高等課程及び
専門課程に限る）、短大、大学に進学する人又はこれ
らの学校に在学中の人
②学業その他の優れた資質を有する者と認める人
③保護者が市内に引き続き２年以上住所を有している
人
④保護者が市税を完納している人
⑤経済的理由により学資の資金調達が困難な人
▶貸与限度額
　高校
・自宅　　   　月額８,０００円
・自宅外　月額１万５,０００円
　※鉄道又はバスで通学する場合は、貸与月額に４,０００円
　を上限に加算できます。

　高専　　　月額１万７,０００円
　専修学校・短大・大学　月額３万円
※入学準備金の申込みは別途必要です。
※他の奨学金（日本学生支援機構等）との併給も可能です。
▶返済方法　卒業の日（進学の場合は、進学した学校
を卒業した日）から１年間据え置き、以降15年以内
（連帯保証人が必要）に月賦・半年賦・年賦・一括
のいずれかで返済。ただし、全部又は一部を繰り上
げて返済することもできます。

※年度中途の申込みは、教育総務課にお問い合わせください。

入学準備金
▶申込資格　次の①～④の要件を全て満たす満24歳以
下の生徒・学生の保護者
①平成25年度に高校、高専、専修学校（高等課程及び
専門課程に限る）、短大、大学に進学する人の保護者
②市内に引き続き２年以上住所を有している人
③市税を完納している人
④経済的理由により学資の資金調達が困難な人
▶貸与限度額
　高校・高専　　　　10万円以内
　専修学校・短大・大学　20万円以内
▶返済方法　貸与終了後から６か月間据え置き、10万
円以下の場合は20月以内、10万円を超え20万円以下
の場合は40月以内、20万円を超えるときは60月以内
に原則、月賦による返済。ただし、全部又は一部を
繰り上げて返済することもできます。

<共通>
▶利息　無利子
▶申込期間
　12月３日㈪～平成25年１月31日㈭
　（土・日曜日、祝日は除く）
※申込要項・用紙は、教育総務課及び各振興局・振興センター、
市内の各中学校・高校に備え付けています。
※書類選考により奨学金又は入学準備金の貸与を決定し、３
月中旬までに申請者本人に通知します。

募　集

新春の走り初め

第66回市長旗争奪駅伝大会
▶とき　
　平成25年１月26日㈯
　開会式：午後１時30分～　
　スタート：午後２時
▶ところ　陸上競技場
▶参加資格　
　市内に在住又は勤務・通学する高校生以上の人
で、地区体協、職場、クラブなどで編成する監
督１人、選手５人、補欠２人の計８人以内のチ
ーム
　※地区体協の部は社会人のみで編成してください。
▶参加費（保険料を含む）　
　１チーム　３,０００円
※申込用紙は、社会教育課（中央公民館内）に備え付け
ています。

▶申込期限　12月25日㈫

第26回日田市少年少女交流駅伝大会
▶とき　　
　平成25年１月26日㈯
　開会式：午前９時30分～　
　スタート：午前10時
▶ところ　陸上競技場
▶参加資格　
　小学校４～６年生で、スポーツクラブや子供会
などで編成するチーム（１団体２チームまで）

　※チームは、大人（監督１人、世話人２人）と選手（４・
５年生各２人、６年生３人、補欠３人）で編成。低学
年は高学年に代行可能。補欠は各学年１人。

▶参加費（保険料を含む）　
　１チーム　２,０００円
※申込用紙は、社会教育課（中央公民館内）に備え付け
ています。
▶申込期限　12月25日㈫

イベン
ト 災害に関するお知らせ

　生活や健康、経済活動に支障のない範囲で、節
電のご協力をお願いします。

▶節電をお願いする期間　
　12月３日㈪～平成25年３月29日㈮
　平日の午前８時～午後９時（12月31日から平成
25年１月４日までを除く）

▶家庭の節電例

【問合せ】環境課企画推進係☎㉒８３５７
九州電力㈱日田営業所     ０１２０‐９８６‐５０２

冬期の節電にご協力くださいお知ら
せ

エアコン
・重ね着などをして、室温を20℃に設定
・窓に厚手のカーテンを掛ける
照明
・不要な照明をできるだけ消す
温水洗浄便座
・便座保温・温水の温度設定を下げる
・不使用時は蓋を閉める

市政情報ピックアップ

問

日田市災害義援金第２回の配分
　平成24年７月の豪雨で被災された世帯に２回目
の義援金を配分します。

▶配分対象者
①住家（併用住宅を含む）が、全壊、半壊、床上
浸水の被害を受けた人
②店舗、事務所、工場及びそれらに付随する事業
用倉庫が、全壊、半壊、床上浸水の被害を受け
た人

▶配分基準と配分額
①住家（併用住宅を含む）
　全壊：28万円　半壊：14万円　床上浸水：７万円
②店舗、事務所、工場、事業用倉庫
　全壊：20万円　半壊：10万円　床上浸水：10万円
▶申請方法
　り災証明、預金通帳（写し）を持参し、市役所
１階会計課に提出
　※「日田市災害被災者住宅再建支援金」を受給してい
　る人は、申請の必要はありません。

▶申請期限　
　12月28日㈮
　会計課　☎㉒８２０７

※電子申請有り・・・市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。
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次回の広報ひた 12月15日号は、12 月14日㈮に発送します。 くらしの情報Information 12.１

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

物
品
等
の
納
入
業
者
登
録
受
付

　
市
で
は
、
平
成
25
・
26
年
度
（
平
成
25

年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
）
の

２
年
間
に
、
市
が
発
注
す
る
物
品
の
納
入
・

製
造
の
請
負
（
工
事
の
請
負
を
除
く
）・

そ
の
他
の
契
約
に
係
る
指
名
競
争
入
札（
見

積
）
に
参
加
す
る
た
め
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。
入
札
（
見
積
）
に
参
加
を
希
望

す
る
人
は
書
類
を
契
約
検
査
室
に
提
出
の

上
、
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間
　

　
平
成
25
年
１
月
４
日
㈮
〜
２
月
15
日
㈮

（
締
切
厳
守
）

■
提
出
書
類
　

①
競
争
入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書

②
競
争
入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
審
査
調
書

③
使
用
印
鑑
届

④
委
任
状
（
入
札
や
契
約
な
ど
を
支
店
長
や

営
業
所
長
な
ど
の
代
理
人
に
行
わ
せ
る
場
合
）

⑤
誓
約
書

⑥
代
表
者
身
分
証
明
書
（
法
人
の
場
合
は

登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
の
場
合
は
身

分
証
明
書
）

⑦
市
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
滞
納
の
な
い
証
明
書
（
過
去
の
納
税

が
確
認
で
き
る
書
類
）

⑧
営
業
等
に
必
要
な
許
認
可
書
の
写
し

⑨
そ
の
他
（
カ
タ
ロ
グ
等
を
添
付
す
る
こ
と
）

※
提
出
書
類
の
う
ち
、
①
か
ら
⑤
ま
で
の
様
式

は
契
約
検
査
室
及
び
各
振
興
局
の
総
務
振
興

課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
契
約
検
査
室
用
度
係

　
☎
㉒
８
６
２
８
（
市
役
所
２
階
）

農
地
情
報
の
提
供

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を
売
り
た
い
・

貸
し
た
い
人
と
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人

を
結
び
付
け
、
農
地
の
利
用
集
積
を
進
め

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
・
病
気
等
で
管
理
が
で
き
な
く
な

っ
た
農
地
を
農
業
委
員
会
事
務
局
で
紹
介

し
ま
す
。

　
な
お
、
契
約
内
容
等
は
当
事
者
間
で
交

渉
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調
整
係

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
は「
人
権
週
間
」

で
す
。思
い
や
り
の
心
で
、お
互
い
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

12
月
10
日
か
ら
16
日
は

      

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
は「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す
。こ
の
機
会

に
、北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

人
権
課
題
パ
ネ
ル
展

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
日
４
日
㈫
〜
13
日
㈭

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
人
権
・
同
和
対
策
課
啓
発
推
進
係

　
☎
㉒
８
０
１
７
（
市
役
所
別
館
１
階
）

消
火
栓
付
近
で
は
駐
車
禁
止

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
消
防
道
路
等
は

火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
消
火
活
動
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
供
給
す
る
施

設
で
す
。

　
火
災
が
発
生
し
た
と
き
ス
ム
ー
ズ
に
消

火
活
動
を
行
う
た
め
、
道
路
交
通
法
に
よ

り
消
火
栓
か
ら
５
ｍ
以
内
は
駐
車
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
消
火
栓
等
の
位
置

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
日
田
消
防
署
　
☎
㉔
２
２
０
４

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

　
　 

助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　　
12
月
以
降
、
医
療
機
関
で
受
診
し
た
際
、

窓
口
で
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
受
給
資

格
者
証
を
提
示
す
れ
ば
、
市
役
所
で
申
請
の

手
続
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
県
外
又
は
こ
の
制
度
を
利
用

で
き
な
い
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、

医
療
機
関
の
証
明
又
は
領
収
書
を
市
役
所

に
提
出
し
、
申
請
の
手
続
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
は
、
12
月

以
降
、
窓
口
で
一
部
自
己
負
担
金
が
発
生

し
ま
す
。

・
外
来

　
１
医
療
機
関
に
つ
き
、
１
回
５
０
０
円

（
月
４
回
ま
で
）

・
入
院

　
１
医
療
機
関
に
つ
き
、
１
日
５
０
０
円

（
月
14
日
ま
で
）

※
調
剤
は
、
一
部
自
己
負
担
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　■
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
日
５
日
㈬
　

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃
薬
を
除
く
）

を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

　
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

経
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
64
歳
以
下
の
人
を
対
象
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
係
る
費
用
を
一

部
助
成
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

健
康
保
険
課
又
は
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン

タ
ー
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
書
類

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容

　
一
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
１
年
度
１

回
ま
で
）

■
予
防
接
種
期
限

　
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭

■
申
請
受
付
期
限

　
平
成
25
年
４
月
30
日
㈫

※
印
鑑
、
世
帯
主
の
口
座
番
号
、
保
険
証
、領

収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
60
歳
以
上
64
歳
以
下
の
人
で
、
心
臓
又
は
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人

（
身
体
障
害
者
程
度
等
級
表
の
１
級
相
当
）

は
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

※
領
収
書
に
は
、
接
種
し
た
全
て
の
人
の
氏
名
、

接
種
し
た
日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
の
案
内
を

　
　
　 

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
の
人
に
対
す
る
電
話
・
文

書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
や
免
除
等
の

申
請
手
続
の
案
内
を
民
間
業
者
へ
委
託
し

て
い
ま
す
。

・
委
託
業
者

　
キ
ャ
リ
ア
リ
ン
ク
株
式
会
社

　
　
０
１
２
０
‐
９
２
５
‐
９
９
７

　
☎
０
３
‐
３
３
４
０
‐
５
２
６
２

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　
　
　
　
　 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
安
全
性

や
効
き
目
は
新
薬
と
同
等
と
認
め
ら
れ
て

い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
安
全
性

も
品
質
も
ほ
ぼ
同
じ
で
低
価
格
な
の
で
、

年
々
増
え
る
国
民
健
康
保
険
財
政
の
改
善

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
な
が
ら
一
緒

に
選
び
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
薬
代

の
負
担
を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
。

　
直
接
言
い
づ
ら
い
人
は
、
健
康
保
険
課

及
び
各
振
興
局
の
窓
口
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、カ
ー
ド
を
医
師
又
は
薬
剤
師
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

医
療
関
係
の

　
　 

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
へ

　　
次
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
12
月

31
日
現
在
の
状
況
を
就
業
地
の
保
健
所
に

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
出
票
は

就
労
先
の
医
療
機
関
等
や
西
部
保
健
所
で

配
布
し
ま
す
。

■
対
象
　

①
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

　
※
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
届
出
票
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

　
※
就
労
し
て
い
な
け
れ
ば
、
提
出
不
要
で
す
。

※
２
か
所
以
上
で
就
労
し
て
い
る
場
合
は
、
主

な
就
業
先
の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　
平
成
25
年
１
月
15
日
㈫

問
大
分
県
西
部
保
健
所

　
☎
㉓
３
１
３
３

調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
提
出
を

　　
調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
で
飲
食

店
や
給
食
施
設
等
で
調
理
業
務
に
従
事
し

て
い
る
人
は
、
２
年
に
１
度
、
保
健
所
に

届
出
が
必
要
で
す
。

　
12
月
31
日
現
在
の
「
調
理
師
業
務
従
事

者
届
」
を
就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
は
、
大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
大
分
県
西
部
保
健
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

■
提
出
期
限

　
平
成
25
年
１
月
15
日
㈫

問
大
分
県
西
部
保
健
所

　
☎
㉓
３
１
３
３

国
際
交
流
推
進
員
と
遊
ぼ
う

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　
小
学
生
を
対
象
に
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
で
す
。
ク
ッ
キ
ー
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
国
際
交

流
推
進
員
や
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
と
楽
し
く
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
学
ん

で
遊
び
ま
し
ょ
う
。
参
加
を
希
望
す
る
人

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
12
月
14
日
㈮

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
中
央
公
民
館
料
理
教
室
・
２
階
第
１
会

議
室

■
参
加
費
　
２
０
０
円

■
募
集
数
　
30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
期
限
　
12
月
10
日
㈪

※
電
子
申
請
有
り
。

問
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

城
下
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　 

現
地
説
明
会

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
豆
田
町
の
旧
古

賀
医
院
跡
地
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
お
知

ら
せ
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
（
雨
天
中
止
）

　
12
月
９
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
豆
田
町
１
２
３
番
地
１

　
（
旧
古
賀
医
院
跡
地
）

※
駐
車
は
、
市
営
港
町
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
内
）

問

問問

問問

問問

問

問 問

次回の広報ひた12月15日号は、12月14日㈮に発送します。

※写真は昨年の様子です。

保
健
・
福
祉

問問 問
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タ
ウ
ン
情
報

お
正
月
特
別
講
座

し
め
縄
飾
り
作
り

■
と
き

　
12
月
15
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　

　
１
０
０
０
円
（
材
料
費
、
そ
の
他
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

ミ
ニ
門
松
作
り

■
と
き

　
12
月
16
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　

　
５
０
０
円
（
材
料
費
、
そ
の
他
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

申
込
み
。

問
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
㉖
３
２
１
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

第
２
回
日
田
市
公
民
館
運
営
事
業
団
理
事
長
杯

ク
バ
ー
ラ
大
会

　
公
民
館
青
少
年
教
室
の
生
徒
が
J
I
C
A

の
体
験
談
発
表
や
ク
バ
ー
ラ
を
通
し
て
、

国
際
理
解
を
深
め
る
大
会
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
総
合
体
育
館

問
公
民
館
運
営
事
業
団
事
務
局

　
☎
㉘
５
７
８
６

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
、
職
人
に
な
り

た
い
人
、
行
政
書
士
に
よ
る
相
続
の
手

続
、
遺
言
な
ど
の
相
談
窓
口
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
９
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
パ
ト
リ
ア
日
田

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
仁
科
）

　
☎
㉘
５
５
９
０

そ
ば
打
ち
体
験
参
加
者
募
集

　
そ
ば
打
ち
体
験
や
餅
つ
き
体
験
を
行
い

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
住
所
・

氏
名
・
参
加
人
数
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
９
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館

□
募
集
数
　
50
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈮

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
☎　

㉔
８
７
１
８

心
の
病
を
考
え
る
地
域
学
習
会

　
心
に
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
話
や
薬
の
正
し
い
飲
み
方
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
10
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
ス
タ
ジ
オ
１

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
田
フ
レ
ン
ド
ワ
ー
ク
（
桑
野
）

　
☎
㉒
８
４
２
２

第
25
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
分
大
会

　
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
陸
上
で
行

う
ボ
ー
ト
マ
シ
ン
で
す
。
小
・
中
学
生
を

対
象
に
し
た
大
会
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
23
日
㈷
　
午
前
９
時
〜

　
中
城
体
育
館

※
事
前
の
申
込
み
は
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
大
会
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

問
大
分
県
ボ
ー
ト
協
会
（
渡
辺
）

　
☎
０
９
０
‐
１
５
１
３
‐
６
８
９
９

日
田
高
等
学
校
定
時
制
説
明
会

　
概
要
説
明
、
学
校
紹
介
、
入
試
説
明
、

ビ
デ
オ
上
映
等
を
行
い
ま
す
。
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
興
味
が
あ
る
人
は
お
越
し
く
だ

さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
25
日
㈫
　

　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　
日
田
高
等
学
校
定
時
制
１
階
給
食
室

※
学
校
見
学
は
、
事
前
の
連
絡
で
随
時
実
施
し

ま
す
。

問
日
田
高
等
学
校
定
時
制
（
安
元
）

　
☎
㉒
７
６
１
２

第
24
回
大
鶴
新
春
マ
ラ
ソ
ン

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
少
雨
決
行
）

　
平
成
25
年
１
月
３
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
大
鶴
ス
ポ
ー
ツ
広
場

□
種
目

①
マ
ラ
ソ
ン
の
部

②
タ
イ
ム
宣
言
の
部

□
参
加
費
（
保
険
料
を
含
む
）

・
小
学
生
以
下
　
５
０
０
円

・
中
学
生
以
上
・
一
般
　
１
０
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
、
大
鶴
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.hita-k.org/ootsuru/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

□
募
集
数

　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限

　
12
月
21
日
㈮

問
大
鶴
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
大
鶴
公
民
館
内
）

　
☎
㉘
２
８
４
６

第
42
回
日
田
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

□
と
き
　

　
平
成
25
年
１
月
６
日
㈰
　

・
開
会
式
　
午
前
９
時
〜

□
と
こ
ろ

　
陸
上
競
技
場

□
種
目

　
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
15
部
門

※
各
部
門
の
詳
細
・
距
離
等
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□
参
加
費
（
保
険
料
を
含
む
）

・
小
・
中
学
生
・
高
校
生

　
一
人
３
０
０
円

・
一
般
　
一
人
５
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
、
陸
上
競
技
場
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

□
申
込
期
限

　
12
月
21
日
㈮

問
㈶
日
田
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
公
社
新
春
マ

ラ
ソ
ン
係
（
陸
上
競
技
場
内
）

　
☎
㉔
６
９
３
０

大分県人権啓発
イメージキャラクター 
こころちゃん

市ホームページの自治基本条例の取組ページに、過去
の会議の内容（資料、会議要旨）を掲載しています。
併せて、自治基本条例に関するご意見も随時、募集し
ています。また、市民ワーキンググループ会議は原
則、公開していますので、傍聴を希望する人は企画課
までお問い合わせください。
[行政資料コーナー]
市役所１階行政資料コーナーに自治基本条例関係の資
料を置いていますので、ご利用ください。

自治基本条例とは
市民や議会、行政などがそれぞれの役割を果たしながら、「市民が主役のまちづく
り」を進めていくための基本的なルールのことです。

【問合せ】〒８７７‐８６０１　
          　（住所記載不要）企画課政策企画係
　　　　　☎２２‐８２２７（市役所６階）
　　　　　（ＦＡＸ）２２‐８３２４
　　　　　（メール）kikaku@city.hita.oita.jp

【問合せ】人権啓発センター　☎２２‐８０１７（市役所別館１階）

みんなでつくろう

自治基本条例⑭

条例の素案を
作る

市の課題など
を話し合う

条例のたたき
台を作る

条例の原案を
作る条例制定までの流れ 条例案を作る

　現在、市民ワーキンググループでは「たたき台」
を作っています。今回はその中から<参画、協働>
について、ご紹介します。
　より一層市民に開かれた市政となるためには、い
ろいろな場面で市民の参画を得ながら取組を進めて
いくことが大切です。また、市民と協働で進めていく
ことで、より効果的にまちづくりを行うことができ
ると考えられます。そのために市が努めなければな
らないことを定めています。

【参画、協働（案）の要旨】
・市は、計画や政策の立案段階から、市民参画の機
会を積極的に創出し、市民の意見が市政運営に適
切に反映されるよう努めなければならない。
・市は、まちづくりを目的として主体的に活動する
市民に対し、お互いに対等な立場で相互理解を深
めるとともに、必要に応じた支援を行うよう努め
なければならない。

人権コラム　

心、豊かに
市民意識調査報告⑨

　前回に続き「同和問題」についての調査結果をお知らせします。
　「差別意識はまだあると思いますか」については【グラフ①】のとおりです。「差別意
識をもっている人がいる」や「まだ多い」を併せると約６割近くもあります。
　次に、同和問題を「解決するにはどうすればよいか」については【グラフ②】のとおり
です。「そっとしておけば差別は自然になくなる」が３割を超えるという結果になりまし
たが、それで差別が無くなるのでしょうか。インターネット上には差別情報が存在し、同
和地区を調べるための身元調査や戸籍の不正取得事件が後を絶たず、「そっとしておけば」
では解決できないでしょう。同和問題は自分の課題として捉え、一人ひとりが正しい知識
を身に付け、理解することが必要です。

[グラフ①　差別意識はまだあると思いますか（１つ回答）] [グラフ②　解決するにはどうすればよいか（３つまで）]

（％）0 10 20 30 40 50 （％）0 10 20 30 40 6050

第22回市民ワーキンググループ会議

12月７日㈮ 午後７時～９時
市役所４階庁議室

差別意識をもっている人は
もういなくなった

ほとんどの人が
差別意識はもっていない

なかには差別意識を
もっている人がいる

差別意識をもっている人は
まだ多い

わからない
■今回
■前回（平成18年）

同和地区の人の収入の
安定・向上

同和地区の人と
交流し理解を深める

同和地区の人が十分な教育を
受けられるようにする
同和地区の人が行政や

同和地区外の人に働きかける
同和地区の人が

分散して住むようにする
同和問題について理解が深まるように

人権教育・啓発を推進する
同和問題はそっとしておけば

差別は自然になくなる

問

問問

問問問

問問問



平成25年度から適用される生命保険料控除の改正と退職所得に係る課税の見直し

市県民税に係る改正
【問合せ】税務課市民税係　☎２２‐８３９６（市役所１階）

年末調整・確定申告の前に確認を

１.生命保険料控除の改正
２.退職所得に係る課税の見直し

　控除額は右表のとおり計算します。

１ 新契約の控除額の計算

年間の支払保険料等 控除額
１万2,000円以下

１万2,000円超３万2,000円以下
３万2,000円超５万6,000円以下
５万6,000円超 　　　　　　　

支払い保険料等の全額
支払保険料等×２分の１＋6,000円
支払保険料等×４分の１＋１万4,000円
一律２万8,000円

　控除額は右表のとおり計算します。

２ 旧契約の控除額の計算

年間の支払保険料等 控除額
１万5,000円以下

１万5,000円超４万円以下
４万円超７万円以下
７万円超　　　　　

支払い保険料等の全額
支払保険料等×２分の１＋7,500円
支払保険料等×４分の１＋１万7,500円
一律３万5,000円

　一般生命保険料控除及び個人年金保険料控除それぞれに、　で計算した額と　で計算した額の合計額を適用します。
　（限度額２万8,000円）

３ 新契約と旧契約を合計する場合の計算

１ ２

　一般生命保険料控除・個人年金保険
料控除それぞれで、　から　のいずれ
か大きい額を選択し、介護医療保険料
控除を足した額の合計が生命保険料控
除の合計額です。
（合計適用限度額は７万円）

　平成25年１月１日以降に支払われる退職手当に係る市県民税等の計算方法が変わります。
　主な改正点は下記のとおりです。
※退職所得に係る市県民税は他の所得と区分し、退職手当等が支払われるときに支払者が徴収・納入します。

　退職所得に係る市県民税の10％税額控除の廃止

４ 生命保険料控除の合計額

１ ３

１

２

３

新契約

旧契約

新契約
及び旧契約

一般生命保険料
控除額

個人年金保険料
控除額

介護医療保険料
控除額

　で計算した額（限
度額２万8,000円）
１ 　で計算した額（限

度額２万8,000円）
１

　で計算した額（限
度額３万5,000円）
２ 　で計算した額（限

度額３万5,000円）
２

　と　の合計額（限
度額２万8,000円）

２１ 　と　の合計額（限
度額２万8,000円）

２１

　で計算した額（限
度額２万8,000円）
１

１

２

改
正
前

退職所得に係る税額の計算方法

（退職金等－退職所得控除額）×２分の１×税率（市民税６％・県民税４％）×０．９

改
正
後
（退職金等－退職所得控除額）×２分の１×税率（市民税６％・県民税４％）

電子申告（ｅＬＴＡＸ：エルタックス）をご利用ください

　市では、個人市県民税（給与支払報告書、給与所得者届出書等の提出)、法人市県民税、固定資産税（償却資
産）について、電子申告の受付を行っています。
・電子申告（ｅＬＴＡＸ）とは？
　インターネットを利用して申告を行うシステムで、会社や自宅から簡単に手続ができます。また、複数の地方
公共団体にまとめて一度に申告できます。(ただし、ｅＬＴＡＸのサービスを開始している地方公共団体に限
ります）
・ｅＬＴＡＸの利用時間は？
　午前８時30分から午後９時までです。(土・日曜日、祝日、12月29日～１月３日は除く）
※利用にあたっては、ｅＬＴＡＸ用の無償ソフト又はｅＬＴＡＸに対応した市販の税務・会計ソフトが必要です。
※初めて利用するときは、利用者の電子署名及び電子証明書を添付の上、利用届出が必要です。(税理士が関与する電子申告
では添付不要）

※利用の詳細は、ｅＬＴＡＸホームページ（http://www.eltax.jp/index.html/）をご覧ください。

ｅＬＴＡＸ

　平成25年度から、生命保険料控除の額が変わり
ます。
　これまでの一般生命保険料控除と個人年金保険料
控除のほか、新たに介護医療保険料控除が適用され
ます。
※介護（費用）保障又は医療（費用）保障を内容とす
る主契約又は特約に係る支払保険料等が新たな控除
の対象となります。

改正前（合計適用限度額７万円）
一般生命保険料控除　適用限度額３万5,000円
個人年金保険料控除　適用限度額３万5,000円

改正後（合計適用限度額７万円）
平成24年１月１日以後の契約（新契約）１ 平成23年12月31日以前の契約（旧契約）２

一般生命保険料控除 一般生命保険料控除
個人年金保険料控除個人年金保険料控除

介護医療保険料控除

勤続年数５年以下の法人役員等の退職所得に係る２分の１課税の廃止
退職所得に係る税額の計算方法　（退職金等－退職所得控除額）×税率（市民税６％・県民税４％）
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※勤続年数により、退職所得控除額の計算が異なります。



保育園の入園受付を開始します
平成25年度

入園の
基準

　保育園に入園できる児童は、保護者や同居の親族が次のいずれかに
該当し、保育することができない場合です。
・家庭外で仕事をしている場合
・家庭内で日常の家事以外の仕事（内職等）をしている場合
・出産前後（出産予定月を基準として前３か月・後３か月）
・病気又は心身に障がいがある場合
・長期にわたる病人や心身に障がいがある親族を家庭で常時介護して
いる場合

・震災、風水害、火災等の災害を受け、その復旧にあたっている場合

保育
内容

★保育時間　　午前７時30分～午後６時（各保育園によって異な
　　　　　　ります）
★入園対象者　０歳（おおむね３か月）から就学前までの乳幼児
★各種保育サービス（予定）
・休日保育…保護者の就労形態等により家庭で休日の保育ができ
　　　　　ない場合（ひかり・すばる・日隈・丸の内保育園）

・延長保育…保護者の勤務時間等により通常保育時間内の迎えが
　　　　　困難な場合（延長保育実施園のみ）

・障がい児保育…入園基準を満たしていて、集団生活及び日々の
　　　　　　　通園が可能な程度までの障がい児の場合（全保
　　　　　　　育園）

・病後児保育…病気の回復期にあって集団生活が困難な児童が、
　　　　　　保護者の勤務等の都合により、家庭で保育を行う

　　　　　　　ことが困難な場合（丸の内保育園）

　入園の申込みをした保護者全員が対象になりますので、第１希望保育園の面接日に必ず面接を受けてく
ださい。(面接日は下表参照）
■とき　　新規入園希望者…午前10時～午後３時
　　　　　継続入園希望者…午後３時～午後６時
■ところ　市役所３階３０２会議室
※★印は各保育園、☆印は各振興局総務振興課で行います。面接の時間は、お問い合わせください。
※上記の日程で都合が悪い人は、次の日程で面接を受けてください。
　・とき　　新規入園希望者…平成25年１月７日㈪～29日㈫（土・日曜日、祝日を除く）　
　　　　　　　継続入園希望者…１月12日㈯　午前10時～午後５時
　・ところ　市役所３階302会議室（☆印は平成25年１月21日から29日までに各振興局で受けてください）
★面接に必要なもの
　印鑑（認印可）、次の①から③の中で当てはまる項目の書類
①保育ができないことの証明書（父母、同居で65歳未満の人の分が必要）
・就労の場合…就労証明書
・出産の場合…母子健康手帳の写しと届出書
・病気や病人の看護等の場合…医療機関等の証明書、障害者手帳の写しと届出書
②保育料算定のための資料（父母の分が必要。※主たる生計者が祖父母の場合は、その人の分も必要）
・給与所得者（会社員等）…平成24年分源泉徴収票の写し
・確定申告をする予定の人（自営・農業・保険外交員等）
　…平成24年分確定申告書の写し（平成25年３月15日締切り）　
　※源泉徴収票提出後に確定申告をする人も含みます。
③平成24年１月１日時点で、日田市に居住していなかった人
　…前住所地の平成24年度（平成23年分）の市町村民税課税証明書

面接

　平成24年分の所得税額や平成24年度市町村民税額などで保育料
を決定します。また、次の減額制度がありますので、希望する人
は面接時に必要な書類を提出してください。
★多子軽減制度
　入園児童の兄や姉が幼稚園・認定こども園・障がい施設等に通
園（利用）している場合は、保育料が減額になります。
・必要な書類　幼稚園・認定こども園・障がい施設等の在園（利
　　　　　　用）証明書
★にこにこ保育支援事業（予定）
　入園児童が戸籍上の第２子で３歳未満の場合は保育料が半額
に、第３子以降で３歳未満の場合は、全額免除（無料）になり
ます。
・必要な書類　戸籍謄本（新規入園者のみ）
※本籍が日田市の人は、戸籍謄本の手数料が免除になりますので、事前
にこども未来室に申し出てください。

　（事後の返金はできません）

保育料

年度途中の入園
　５月以降の入園申
込みも随時、受け付
けます。毎月１日の
入園となり、前月の15日に申込
みを締め切り選考を行いますの
で、途中入園を希望する人は、
入園希望月の前月15日までに必
要書類を添えて、手続を行って
ください。
　なお、育児休業中や出産予定
などの理由により、年度途中で
入園を希望する場合は、今回の
入園受付で申し込むことができ
ます。

一時預かり
　保育園に入園していない児童
で、保護者の疾病・出産・冠婚葬
祭等のやむを得ない理由により、
家庭で保育ができない児童の一時
預かりを受け付けています。
※延長保育と一時預かりの実施園
は、こども未来室にお問い合わせ
ください。

【問合せ】
こども未来室子育て支援係　☎２２‐８３１７（市役所１階）大山振興局総務振興課　　　 ☎５２‐３１０１
天瀬振興局総務振興課　　　 ☎５７‐８２０４
前津江振興局総務振興課　　☎５３‐２１１１
中津江振興局総務振興課
☎５４‐３１１１
上津江振興局総務振興課　　☎５５‐２０１１

申込
方法

　入園申込書をこども未来室又は各振興局、第１希望保育園のいずれかに
提出してください。後日、面接を行います。
※申込書等必要書類は、こども未来室又は各振興局、各保育園で配布しています。12月20日㈭まで

申込期限は

 　三芳昭和園   80 下井手町6 ☎㉒４７２３ １月24日㈭
 　ひまわり保育園   70 田島本町5‐11 ☎㉒３３０６ １月８日㈫
 　みそら保育園 110 小迫町74‐2 ☎㉓００１１ １月９日㈬
　 ★明円寺保育園   60 夜明中町1623‐1 ☎㉗２７７０ １月16日㈬
　 ★白毫保育園   60 大鶴本町861‐1 ☎㉘２９０２ １月16日㈬
 　五和保育園 110 石井町3丁目1244‐1 ☎㉔６４２１ １月25日㈮
　 ★小野保育園   20 殿町3837‐1 ☎㉙２２３５ １月10日㈭
 　るんびにい保育園   80 財津町3144‐3 ☎㉔９０９１ １月23日㈬
 　白蓮保育園   90 石松町2876-2 ☎㉒６６０２ １月７日㈪
 　すばる保育園 130 竹田新町2‐33 ☎㉔３１６５ １月11日㈮
 　ひかり保育園 110 田島2丁目12‐8 ☎㉓９０２５ １月22日㈫
 　みのり保育園 120 城町2丁目1‐51 ☎㉔２０１２ １月17日㈭
　 ☆さかえ保育園   70 天瀬町女子畑1775‐1 ☎57２６３０ １月22日㈫
　 ☆五馬保育園   45 天瀬町五馬市2039 ☎57３６５８ １月23日㈬
 　丸の内保育園   90 丸の内町7‐25 ☎㉒２７４０ １月15日㈫
 　日隈保育園 110 日ノ隈町183‐2 ☎㉒７５０５ １月18日㈮
 　朝日保育園   45 朝日町941‐1 ☎㉓３８３４ １月28日㈪
　 ☆まえつえ保育園   45 前津江町大野2188 ☎53２４０９ １月24日㈭
　 ☆いずみ保育園   45 大山町西大山3467‐1 ☎52２２６２ １月25日㈮
　 ☆ひばり保育園   45 大山町西大山5890‐1 ☎52２１４３ １月23日㈬
　 ☆つづき保育園   20 大山町東大山1141‐1 ☎52３００５ １月22日㈫
 　高瀬保育園   70 銭渕町243‐1 ☎㉔５００５ １月21日㈪
 　光岡保育園   40 北友田3丁目2531‐57 ☎㉔３６０８ １月29日㈫
　 ☆なかつえ保育園   35 中津江村栃野2311‐2 ☎54３０４４ １月24日㈭
　 ☆すぎっ子保育園   35 上津江町川原2443‐3 ☎55２５０５ １月25日㈮
　 ☆あまがせ保育園   40 天瀬町桜竹634‐17 ☎57３４９１ １月21日㈪

平成25年度認可保育園入園申込者面接日程表
認可保育園名 定員（人） 所在地 電話番号 面接日

私
立
保
育
園

公
設
民
営
保
育
園

公
立
保
育
園
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長年の努力と顕著な功績をたたえて 日田市の振興と発展に、長年尽力―。
市政功労者表彰
　日田市の振興と発展のため、長い間、各分野で活躍されてきた方々を表彰する「日田市政功労者表彰式」が、11
月３日の文化の日にパトリア日田で行われました。

秋の叙勲

知事表彰

　国家や公共のために功績のあった方に贈られる秋の叙勲が発表されました。
　市内では、次の４名の方々が晴れの受章に輝きました。

　永年にわたって地方自治や社会福祉保健、観光・地域振興、商工労働、農林水産、治安維持・安全の分野で功績
のあった方々が「県功労者」として表彰されました。

市政の振興と発展に貢献

菅田敏幸さん
（65歳・諸留町・元日田市議会議員）

すがた　　としゆき

東 保雄さん
（74歳・清岸寺町・元日田市農業委員）

農業の振興・発展に貢献
ひがし　　やすお

人権思想の普及高揚に貢献

熊谷正義さん
（71歳・朝日ヶ丘・日田人権擁護委員協議会長）

くまがい　まさよし

野田勝則さん
（81歳・鈴連町・元日田市農業委員）

農業の振興・発展に貢献
のだ　　かつのり

住民自治の推進に貢献

毛利三千年さん
（87歳・京町・元京町自治会長）

もうり　　　みちとし

教育の振興に貢献

合原孝一さん
（77歳・田島本町・学校歯科医）

ごうばる　こういち

教育の振興と保健医療の増進に貢献

伊東昭彦さん
（71歳・新治町・学校薬剤師、元日田郡市薬剤師会長）

いとう　　あきひこ

梶原償子さん
（75歳・淡窓２丁目・日田地区少年警察ボランティア協会長）

治安の維持に貢献
かじわら　しょうこ

梶原總吉さん
（81歳・本庄町・少年警察ボランティア）

治安の維持に貢献
かじわら　そうきち

安部敏朗さん
（76歳・田島１丁目・日田市民生委員児童委員協議会長、
　日田市選挙管理委員会委員長）

民生の安定と地方自治の発展に貢献　
あべ　　としろう

室原基樹さん
（71歳・高瀬本町・元日田市議会議員）

地方自治功労
むろはら　　もとき

大久保征雄さん
（67歳・大山町西大山・元日田市議会議員）

地方自治功労
おおくぼ　　　ゆくお

後藤稔夫さん
（90歳・隈１丁目・日田祇園山鉾振興会長）

観光・地域振興功労
ごとう　　としお

渡　 隆さん
（74歳・大山町西大山・寿隆々会理事長）

社会福祉保健功労
わたなべ　　たかし

財津利英さん
（83歳・中本町・元公立高等学校長）

秋の叙勲　
瑞宝小綬章　教育功労

秋の叙勲　
瑞宝単光章　消防功労

ざいつ　　としひで

野田髙巳さん
（85歳・鈴連町・元公立小学校長）

秋の叙勲　
瑞宝双光章　教育功労

のだ　　　たかみ

松原六朗さん
（67歳・大山町西大山・元大山消防団長）

まつばら　ろくろう

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章　消防功労

石川與利男さん
（73歳・三本松新町・元大分県日田玖珠
　広域市町村圏事務組合消防司令長）

いしかわ　　　よりお

　田誠一さん
（71歳・中央１丁目・
　大分県商店街振興組合連合会副理事長）

商工労働功労
そのだ　　せいいち

渡邉晃子さん
（69歳・天瀬町本城・農産加工従事者）

農林水産功労
わたなべ　　てるこ三花地区防犯協会（防犯団体・立花靖邦会長）

治安維持・安全功労

※年齢は11月３日現在。順不同。

（下段右から）
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11月10日・11日
天領日田にタイムスリップ

第33回 日田天領まつり
　
11
月
10
・
11
日
、
第
33
回
日
田

天
領
ま
つ
り
が
丸
山
・
豆
田
地
域

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

や
っ
こ
振
り
行
列
や
西
国
筋
郡
代

着
任
行
列
の
ほ
か
、
「
天
領
ひ
た

食
の
乱
」
や
「
ご
当
地
グ
ル
メ
ス

タ
ジ
ア
ム
」
な
ど
グ
ル
メ
を
楽
し

め
る
催
し
、
高
校
生
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
や
出
店
な
ど
会
場
は
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
時
代
装
束
を

身
に
ま
と
っ
た
武
士
や
町
娘
が
散

策
し
、
来
場
者
は
江
戸
時
代
の
雰

囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
西
国
筋
郡
代
着
任
行
列
で
、
郡

代
と
奥
方
を
務
め
た
佐
藤
龍
一
さ

ん
と
未
佳
さ
ん
は
11
月
３
日
に
結

婚
式
を
挙
げ
た
ば
か
り
。
二
人
は

始
終
笑
み
を
浮
か
べ
、
沿
道
か
ら

は
祝
福
の
言
葉
や
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

11月９日～11日
豪雨災害からの復興を祈る、３万本のあかり

第８回 千年あかり
　
７
月
の
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
花
月
川
。
河
川
敷
が
土
砂

で
覆
わ
れ
、
一
時
は
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
応
急
工
事
が
間

に
合
い
、
約
３
万
本
の
明
か
り
が

被
災
地
の
復
興
を
祈
り
ま
し
た
。

　
９
日
の
夜
か
ら
、
河
川
敷
に
は

「
が
ん
ば
ろ
う 

ひ
た
」
の
文
字

が
浮
か
び
上
が
り
、
辺
り
一
面
を

優
し
い
光
で
包
み
込
み
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
日
田
林
工
高
校
の

「
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
光
の

オ
ブ
ジ
ェ
や
豪
雨
被
害
か
ら
復
旧

し
た
昭
和
学
園
高
校
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
書
の
オ
ブ
ジ
ェ
も

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
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白菜は上々の出来栄え
　10月26日、山田原集出荷場で白菜の目均し会が行
われた。白菜部会（大内郁部会長）の会員と関係者
らが白菜を切って今年の出来具合を確認した。大内
部会長は「昨年と同様に出来具合は良いです。暖か
い気候に恵まれたことと病害虫が少なかったことが
良かった」と話した。今年は九州を中心に３,７００
トンの出荷を目標にしている。

秋を感じる 五馬くにち
　10月20日から27日まで、天瀬町五馬地区で「五馬
くにち」が行われた。
　「五馬くにち」は五穀豊穣を願って行われる伝統
的な秋祭りで、本城・塚田・出口・五馬市にある各
神社で開催され、お囃子に合わせて天狗や子ガッパ
が長い杖を打ち合わせて舞う「杖楽」等を奉納する。
　10月24日・25日に行われた出口くにちは、国の有
形文化財に登録されている老松天満社で地域の子供
からお年寄りまでが拍子木やなぎなた、太鼓、笛、杖
などを披露し、見物客は時折歓声を上げながら拍手
を送っていた。

椎茸ほだ木を贈呈
　10月30日、日田しいたけ生産協議会（椋本保会長）
が、朝日小学校の４・５年生37人に椎茸ほだ木約１
００本を贈った。このほだ木は、平成23年２月に児
童らが駒打ち体験をしたときのもの。子供たちは一
人２本ずつ持ち帰り、残りは学校で栽培する。椋本
会長は「椎茸の自然のおいしさを家族と一緒に楽し
んでほしい」と話した。

日田市内をぐるりとウォーキング
　10月28日、陸上競技場をスタート・ゴールにフル
（４２.１９５km）又はハーフ（２１.０９７km）を歩
く「第18回ひた４２１９５チャレンジウォーク」が
開催され、小学生から82歳まで７１５人が参加した。
　参加者は、午前８時（ハーフは５分後）に陸上競
技場をスタート。日田市の町並みを眺めながらウォ
ーキングを楽しんだ。 

災害復興商品券を発売
　11月３日、７月の豪雨で被災した地元経済の活性
化を目指そうとプレミアム付き災害復興商品券が発
売され、発売イベントがパトリア日田前で行われた。
当日は発売開始前から約５００人が列を作った。
　商品券は販売所で購入できるほか、今月も第２弾の
販売が予定されており、１月31日まで利用することが
できる。

日田おもしろするバイ！
　11月12日、「聞いてくれ！日田 おもしろするバイ」
と題したソーシャルビジネス創出講座の発表会がパ
トリア日田で開催され、講座の受講生が日田の資源
を生かしたビジネスプランの発表を行った。
　発表会では、各グループが講座で学んだ知識を生
かした個性豊かなプレゼンテーションを披露。訪れ
た約１５０人の観衆は熱心に聞き入っていた。

色鮮やかで香り豊かな秋バラ
　11月３日から18日まで、ローズヒルあまがせで
「秋のバラフェア」が開催された。
　期間中は四季咲き品種のバラ約２００種２,０００
株が色とりどりの花を咲かせた。秋のバラは色が濃
く鮮やかで香りが強く、花持ちがいいのが特徴。訪
れた人はバラの香りを楽しみながら、秋のひととき
を過ごした。

まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰ
ＩＣＳ 

ＩＮ Ｈ
ＩＴＡ

はやし

なら

かおる

つとむ
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

　誕生日の記念にお子さん
の写真を載せてみません
か。応募方法は次のとおり
です。
■対象
　平成25年２月に誕生日を迎
える３歳までのお子さん

■掲載人数　20人程度(抽選)
※抽選の結果は、当選者のみ
　にご連絡します。
■申込方法
　下記のいずれかの方法で  
　お申し込みください。
○はがきから
　住所、お子さんの氏名と
　生年月日、保護者名、昼
　間の連絡先の電話番号を
　記入の上、郵送
○ホームページから
　市ホームページ（電子申
　請システムのページ）か 
　ら申込み
○携帯電話から
　下記の２次元コードから
　申込み

※申込みの際は、写真を送付
　する必要はありません。
■申込期限
　平成25年１月１日㈷
■申込み・問合せ
　〒877-8601
 （住所記載不要）総務課広報係
☎㉒８６２７（市役所４階）

子育てを応援します！

じどうかん
支 援 施 設

日田市の人口

矢幡寿吉ちゃん
（２歳・串川町２丁目）

じゅきち

月12

中央児童館
☎２７－６４０６

●すくすく相談
　５日㈬　
　午前９時30分～
●療育「音あそび」
　７日㈮　午前11時～
●せいまお兄さんと
遊ぼう
　14日㈮　午前11時～
★クリスマスコンサート
　21日㈮　午前11時～
　※８日までに要予約。

天瀬児童館
☎５７－８９２２

●クリスマス企画
　　12日㈬～15日㈯
　午後４時～
★クリスマス会
　　19日㈬
　午前10時30分～
　※８日までに要予約。
●すごろく遊び
　　26日㈬・27日㈭
　午前10時30分～

大山児童館
☎５２－２９０１

●年賀状作り
　　５日㈬　 ８日㈯
　両日午前10時30分～
●クリスマス制作
　　12日㈬　 15日㈯
　両日午前10時30分～
★クリスマス会
　　19日㈬　
　　午前10時30分～
　22日㈯　
　　午前10時～
　※12日までに要予約。

まえつえ
子育て支援施設
☎５３－２４０９
●せいまお兄さん
　　　　　 と遊ぼう
　11日㈫　午前10時～
●ランチｄａｙ
　19日㈬　午前10時～
●クリスマス
　　　　お誕生日会
　21日㈮　午前10時～

ひのくま
子育て支援センター
☎２２－７５６５

★親子クッキング
　７日㈮　
　午前10時～正午
★もちつき　11日㈫　
　午前10時～午後０時30分
★クリスマスパーティー
20日㈭　
　午前10時～正午
●せいまお兄さんと
　　　　　エクササイズ
　26日㈬　
　午前10時30分～正午

丸の内
子育て支援センター
☎２３－１８９０

●身体計測
　11日㈫
　午前９時30分～正午
●親子リトミック
　20日㈭
　午前11時～11時30分
★小袋先生の発達相談
　26日㈬
　午前９時30分～
　　　　　    午後４時

チャイルド
プラザ

☎２５－５３００
★作って遊ぼう
　６日㈭　午前11時～
●お誕生会
　13日㈭　午前11時～
★ベビーヨガ
　17日㈪　午前11時～
★クリスマス会
　20日㈭　午前11時～

尾田莉子ちゃん
（１歳・天神町）

り こひりゅうふみと
長谷部文人ちゃん
（１歳・天神町）

江田氷龍ちゃん
（１歳・桃山町）

小田煌大ちゃん
（２歳・天瀬町桜竹）

こうだい
矢羽田陽菜ちゃん
（２歳・刃連町）

ひ な
梅原蒼真ちゃん
（２歳・田島２丁目）

そうま

そうしん
中嶋奏心ちゃん
（３歳・大宮町）

久保鈴音ちゃん
（３歳・小ヶ瀬町）

りおん
福井航平ちゃん
（３歳・上城内町）

こうへい

三笘未琴ちゃん
（２歳・田島３丁目）

みこと

梶原皇月ちゃん
（３歳・諸留町）

こうがみつき
池田光稀ちゃん
（３歳・上城内町）

江藤 健ちゃん
（３歳・上城内町）

たける

金子愛可ちゃん
（１歳・下井手町）

あいか
穴井咲来ちゃん、莉来ちゃん
（１歳・藤山町）

日髙 京ちゃん
（１歳・若宮町）

けいさ ら り ら

眞田こころちゃん
（２歳・坂井町）

木山璃津ちゃん
（２歳・吹上町）

り つ

の主な催し
（平成24年10月31日現在）
□人口　71,223人
       　（前月比-58人）
□　男　　33,613人
□　女　　37,610人
□世帯　27,070世帯

小小乳

小乳

小

乳
小

乳 …乳幼児対象
小 …小学生対象

乳

あきひろ
宿利明弘ちゃん
（２歳・岩美町）
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夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

月 月 日 曜日 所在地 電話 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名 所在地 電話

◯

月 日 病医院名

病医院名

所在地 電話

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

◎
○
印
は
午
前
９
時
〜
正
午

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆救急指定病院　日田中央病院（淡窓２丁目）　☎㉓3181　　　聖陵岩里病院（銭渕町）　　　　　　☎㉒1600
　　　　　　　　済生会日田病院（清水町）　　☎㉔1100　　　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）　☎㉔6270
◆大分県こども救急電話相談　☎097-503-8822又は♯8000（携帯電話、プッシュ回線）
◆こどもの救急ホームページ　社団法人日本小児科学会  http://kodomo-qq.jp

若 宮 病 院
佐 藤 内 科 医 院
福 田 医 院
聖陵花月クリニック
下 飛 田 小 児 科
麻生小児科医院
こじかこどもクリニック
岩 尾 病 院
膳 所 医 院
日 野 内 科
河津内科呼吸器科
松浦クリニック
若 宮 病 院
隈 診 療 所
桂 林 病 院
下 飛 田 小 児 科
聖陵花月クリニック
岩 尾 病 院
佐 藤 内 科 医 院
麻生小児科医院
こじかこどもクリニック
坂 東 小 児 科
日 野 内 科
松浦クリニック
河津内科呼吸器科
福 田 医 院
若 宮 病 院
聖陵花月クリニック
膳 所 医 院
隈 診 療 所
岩 尾 病 院
佐 藤 内 科 医 院
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科
日 野 内 科

佐 藤 内 科 医 院
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科
日 野 内 科
松浦クリニック
隈 診 療 所
岩 尾 病 院
佐 藤 内 科 医 院
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科

南 元 町
田島１丁目
清岸寺町
清 水 町
中央１丁目
淡窓２丁目
清岸寺町
淡窓２丁目
本 町
天 神 町
石井町2丁目
中央１丁目
南 元 町
隈１丁目
城町１丁目
中央１丁目
清 水 町
淡窓２丁目
田島１丁目
淡窓２丁目
清岸寺町
誠 和 町
天 神 町
中央１丁目
石井町2丁目
清岸寺町
南 元 町
清 水 町
本 町
隈１丁目
淡窓２丁目
田島１丁目
本 町
中央１丁目
天 神 町

田島１丁目
本 町
中央１丁目
天 神 町
中央１丁目
隈１丁目
淡窓２丁目
田島１丁目
本 町
中央１丁目

22 - 7 1 7 1
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 1 6 4 8
2 7 - 5 0 5 0
2 4 - 1 1 4 8
2 4 - 2 3 2 3
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 3 2 9 2
2 3 - 6 0 0 9
2 3 - 8 1 2 3
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 7 1 7 1
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 1 2 3 1
2 4 - 1 1 4 8
2 7 - 5 0 5 0
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 1 1 7 0
2 4 - 2 3 2 3
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 3 3 0 0
2 3 - 6 0 0 9
2 4 - 4 1 5 5
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 1 6 4 8
2 2 - 7 1 7 1
2 7 - 5 0 5 0
2 2 - 3 2 9 2
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8
2 3 - 6 0 0 9

2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8
2 3 - 6 0 0 9
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8

原 病　　　院
城 谷 病 院
秋 吉 病 院
五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院
大 河 原 病 院
原 病　　　院
城 谷 病 院
五反田胃腸科外科病院

石 﨑 歯 科 医 院
※アップル歯科医院
せ さ き 歯 科
酒 井 歯 科 医 院
※石松朗歯科医院
内 川 歯 科 医 院
おおくら歯科医院
倉 成 歯 科 医 院
近 藤 歯 科
またけ歯科クリニック

◯

三本松２丁目
元 町
豆 田 町
若 宮 町
新 治 町
豆 田 町
隈２丁目
三本松２丁目
元 町
若 宮 町

22 - 7 1 5 1
2 3 - 6 1 1 5
2 3 - 0 8 0 8
2 3 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8
2 2 - 3 1 3 1
2 2 - 7 1 5 1
2 3 - 6 1 1 5
2 3 - 8 3 8 6

三本松１丁目
亀 川 町
中央１丁目
港 町
丸山１丁目
元 町
本 町
玖珠町森
石井町２丁目
新 治 町

22 - 3 0 4 1
2 4 - 7 7 1 0
2 3 - 6 4 8 1
2 3 - 6 4 8 0
2 4 - 3 7 1 8
2 2 - 0 3 2 0
2 2 - 0 2 2 2
0973-72-0450
2 4 - 6 0 8 0
2 8 - 7 6 8 8

2
9
16
23
24
30
31
1

2

12

1

2
9
16
23
24
30
31
1
2
3

12

1

2
9
16
23
24
29
30
31
1
2

12

1

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
1

2

3

12

1

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

水

木

※救急指定病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診により、救急指定病院の業務に支障を
来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医に受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上記の「当
番医」で受診しましょう。

　12月29日から平成25年１月４
日まで閉館します。閉館中に図書
を返却する人は、玄関横の返却ポ
ストに投函してください。

淡窓図書館
TEL 22－2497
（FAX 26‐3210)

開館時間：午前10時～午後７時
（日曜日は午後６時まで）

　年賀状に押すのに味が出ていいかなーと思い、
消しゴムはんこを作ってみました。
　まずは文房具屋さんで道具を調達。消しゴムは
んこ専用の消しゴムが売っています。小さいはん
こなら普通の消しゴムでもいいかもしれません
が、専用の消しゴムは彫るのが楽でした。

　最初はこつがつかめずガタガタでしたが、やっていくうちに思い
通りに彫れるようになり、なんとか完成。３つ作って、所要時間１
時間半程度といったところです。彫るのに集中していたので、時間
があっという間に過ぎた感じがしました。３つともカッターで彫っ
たのですが、彫刻刀を使ってもきれいに彫れると思います。

図書館に行こう

図書館の本を読んで、挑戦してみました！

科学のふしぎな話３６５
日本科学未来館／監　
ナツメ社
　１日１話、身の回りにあふれる
不思議に、親子でわくわくしよ
う。生活の中で子供が出会う科学
にまつわる疑問に答える、10個の
ジャンルのお話を収録。イラスト
や図解が満載で、理解が深まり、
楽しく読める。

教育文化遺産をたずねる　
㈶日本修学旅行協会／編
山川出版社
　生き方・在り方に関わるものと
して、史跡や有形文化財があるの
ではないか。教育に関わる歴史的
な価値を有する文化的所産を、史
跡や有形の文化財などを含めて、
教育文化遺産として考え、広く紹
介する。日田市の咸宜園も収録。

もう落ち込みたくない
　　　　と思ったら読む本
吉田エリ／著　河出書房新社
　心をデトックスすると心がすっ
きりして、人生の流れが変わり、
望む現実を手に入れることができ
るようになる。心の不用品を一掃
する「マインド･デトックス」の
メソッドを紹介。新たな一歩を踏
み出すための１冊。

日 月 火 水 木 金 土
１

３２ ６４ ５ ８７

10９

2018 1917

1311 12 1514

16 2221
2725 26 2928

○おいでよ！おはなし会

　ボランティアの皆さんによる
紙芝居や読み聞かせが楽しめま
す。
●とき　　
　12月８日㈯　午後３時～４時
　12月22日㈯　午前11時～正午
●ところ　
　児童コーナー

新
刊

新
刊

新
刊

特
集

2423
30 31

消しゴムはんこ。
歳時記も。
津久井智子／著
大和書房

消しゴムで和のはんこ
我那覇陽子／著
雄鶏社

参考にした本

12月の休館日（○…休館日）



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
先
日
の
新
聞
報
道
で
、
普
通
交
付
税
減
少
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
記
事
に
よ
る
と
、
日
田
市
の
今
年
度
の

普
通
交
付
税
額
は
約
１
２
５
億
５
１
４
0
万
６
千
円
。
今

後
「
一
本
算
定
」
の
普
通
交
付
税
が
執
行
さ
れ
れ
ば
、
約

１
０
１
億
７
８
１
２
万
１
千
円
。
実
に
約
23
億
７
３
２
８

万
５
千
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
旧
合
併
特
例

法
の
「
合
併
後
10
年
間
は
合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
算
定

し
た
普
通
交
付
税
の
総
額
を
配
分
す
る
」
と
い
う
「
合
併

算
定
替
」
に
基
づ
き
配
分
さ
れ
た
普
通
交
付
税
が
、
合
併

後
11
年
目
か
ら
段
階
的
に
減
ら
さ
れ
、
16
年
目
に
は
純
粋

に
１
つ
の
自
治
体
と
し
て
算
定
さ
れ
る
「
一
本
算
定
」
に

変
わ
る
か
ら
で
す
。
ち
な
み
に
、
日
田
市
の
減
額
開
始
年

度
は
平
成
27
年
か
ら
で
す
…
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
補
助

金
に
頼
る
事
業
の
縮
小
は
必
至
で
す
。
厳
し
く
自
主
自
立

が
求
め
ら
れ
る
時
代
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
の
本
年
度
事
業
で
あ
る
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
講
座
」
の
発
表
会
が
パ
ト
リ
ア
日
田

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
発
表
と
３
人
の

個
人
発
表
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
れ
も
「
目
か
ら
う
ろ

こ
」
の
事
業
計
画
で
し
た
。
共
通
し
て
い
た
の
は
、
全
て

の
発
表
が
「
日
田
の
資
源
」
を
生
か
し
た
事
業
計
画
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
補
助
金
に
は
頼
ら
ず
民
間
の
出
資
を
ベ

ー
ス
に
経
営
計
画
を
立
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
上
、

何
よ
り
も
感
動
し
た
の
は
誰
も
が
「
我
が
故
郷
ひ
た
」
の

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
愛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

未
来
を
想
像
し
、
価
値
あ
る
社
会
の
実
現
を
夢
み
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
…
。
彼
ら
の
目
の
前
の
坂
の
上
に
は

大
き
な
雲
が
見
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
大
き
く
時
代
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
価

値
観
で
は
対
応
で
き
な
い
社
会
が
待
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
我
々
職
員
も
過
去
の
事
例
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
結
果
に
つ
な
が
る
新
た
な
事
業
を
模
索
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
た
発
表
会
で
し
た
。

　
毎
年
、
12
月
に
な
る
と
東
有
田
地
区
日
向
野
地

域
を
鮮
や
か
に
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
地
域

の
家
々
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
手
作
り
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
披
露
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年

で
10
年
目
を
迎
え
る
。

　
「
13
年
前
、
私
の
娘
の
提
案
で
自
宅
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
」

こ
う
話
す
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
発
起
人
で
あ
る

佐
竹
享
さ
ん
。
佐
竹
さ
ん
の
家
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
近
所
で
評
判
を
呼
び
、
年
を
追
う
ご
と
に

飾
り
付
け
を
行
う
家
が
増
え
、
10
年
前
に
ま
ち
お

こ
し
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
取
組
を

始
め
た
年
に
は
点
灯
式
に
約
５
０
０
人
も
の
人

が
訪
れ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

「
人
が
こ
ん
な
に
も
見
に
来
て
く
れ
る
の
か
と
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
佐
竹
さ
ん
は
そ
の
頃
を
振

り
返
る
。

　
日
向
野
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、
全
て

手
作
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
「
最
初
は
試
行
錯

誤
し
ま
し
た
が
、
10
年
経
っ
て
技
術
も
身
に
付
い

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
点
灯
す
る
ま
で
何
を
作
る

か
は
内
緒
に
し
て
い
る
の
で
、
毎
年
と
て
も
楽
し

み
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
佐
竹
さ
ん
。

　
し
か
し
、
７
月
の
豪
雨
で
は
日
向
野
地
域
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
「
全
壊
が
一
戸
、
床
上
・

床
下
浸
水
が
そ
れ
ぞ
れ
２
戸
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
地
域
か
ら
援
助
を
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
地
域
ぐ
る
み
で
の
協
力
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
10
年
目
の
区
切
り
を
迎
え
、
今
後
に
向
け
て
ま

す
ま
す
弾
み
を
付
け
て
い
る
日
向
野
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
。
「
体
力
が
続
く
限
り
頑
張
り
ま
す
」
こ

の
意
欲
と
地
域
の
力
が
日
向
野
地
域
を
支
え
続
け

て
い
る
。

６６

ＨＩＴＡＪＩＮ
ひ　た　じ　ん

上諸留町／佐竹享さん

地
域
を
照
ら
す
、
光
の
ま
ち
お
こ
し

すすむ
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